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(予定時刻)

ヲ:0 0 

ヲ:1 2 

ヲ:2 4 

9 : 3 6 

ヲ:4 8 

1 0 : 0 0 

1 0 : 1 2 

講 演 題 目

第 1 会場・午前の部

1. 大規模草地VCj:，-"ける家畜管理技術K関する調査

第 1報放牧牛の発育と入牧基準月令K関する知見

(道立天北農試〉藤田 保

2. 乳用牛の放牧一組飼料主体の飼養K関する研究

一春生れ子牛の育成ー

(道立天北農試) 寒河江洋一郎

3. 放牧延長K関する試験

(道立新得畜試)裏 悦次

4. 糖密飼料添加がサイレージの品質と子牛に対する飼料価値Kなよほす効果

(帯広畜大)0松岡 栄・藤田 裕・橋爪徳三

5. 幼令牛の発育vc:t"よほすスターターの給与水準なよびエネノレギー含量の影響

(帯広畜大)0藤田 裕・神部正路・松岡 栄

橋爪 徳-

6. 粗録料給与時に長ける補助飼料添加の効果K関する試験

第 1報 牧草サイレージ給与時Kなける育成牛会よびめん羊K対するトワモロ

コシまたは育成用配合飼料の補給効果

(道立根釧農試〉蒔田秀夫

(道立中央農試・病虫部) 水島俊

-(北農試・草地関発第 1部〉 鳶野 保

ス 子牛旬発育時vc:t"ける低栄養の影響とその補償法K関する研究

1. 低栄養が，成長長よび消化機能に及ぼす影響

(北農試畜産部)0今 泉 英太郎・岡本昌三・四十万谷吉郎

1 0 : 2 4 8. 子牛のエネノレギ一代謝

V 夏期なよび冬期に長ける乳養期子牛の熱発生量の変化とその日内変動

(北大農)0関根系仁郎・朝日田康司・広瀬可恒

1 0 : 3 o 虫 離乳子牛の自由飲水量左らびに水の#斤世量になよほす飲水温度の影響

(酪農大〉西埜 進

1 0 : 4 8 10. 1日1固定量晴乳方式によるホノレスタイン雄子牛の晴育育成
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(北大農)0大谷 滋・小竹森訓央・高木亮司

広瀬可恒

1 1 : 0 0 11. 乳牛の量的形質K対する統計的分析

E 全北海道ホノレスタイン共進会V<::;t-.ける入賞傾向について

(帯広畜大〉光本孝次

1 1 : 1 2 12. ヘレフォード種子牛評価額の一考察

(北大農)0小竹森訓央・広瀬可恒

1 1 : 2 4 13. アンガス種・シャロレ一種雄とホノレスタイン種雌との雑種牛(F 1 )の発育と産

肉性Kついて

(北農試畜産部〉杉原敏弘・堅固 彰・岡田 清

1 1 : 3 6 14. 放牧肉牛の絶食Kとも左う体重の減少量陀ついて

(道立新得畜試)0渡辺 寛・新名正勝・中家靖夫

背戸 時

(帯広畜大)光本孝次

1 1 : 4 8 15. 成長ホノレモン測定法K関する試験

(北農試畜産部〉岡田 清・杉原敏弘・堅固 彰

第 1 会場 午後の部

1 4 : 3 0 16. 乳牛!tL:;t-.けるグノレクロン酸代謝ー肝になけるグノレクロナイドの生成及び分解酵素

Kついて(予報)

(酪農大)湯浅 亮

14:42 1ス 乳牛の第1胃内発酵K関する研究

E 濃原飼料と乾草との給与比率が第T問内低級脂肪酸(V F A)産生に及ぼ

す影響

(道立新得畜試)0和泉康史・大橋向夫

1 4 : 5 4 18. ホノレスタイン種被毛中無機物含量Kついて

I 部位，毛色が被毛中無機物含量K及ぼす影響

(北農試畜産部)0四十万谷吉郎・岡本昌三・今泉英太郎

15:06 1虫 高能力牛の飼養法K関する研究

I 高泌乳期!tL:;t-.ける濃厚飼料の給与量が乳量なよび乳組成K及ぼす影響

(道立新得畜試)和泉康史・ o大橋向夫

1 5 : 1 8 20. 高能力牛の飼養法K関する研究

E 高位、乳期に争ける濃厚飼料の給与量が乳牛の血液性状，並びに繁殖性に及
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(
美司・八回忠雄・工藤卓一

佐野信一・谷口隆一

15:30 21. 等間隔搾乳VCj;-，ける搾乳時刻と乳量全よび乳脂率との関係について

( 帯 広 畜 大 〉 新 出 陽三・佐藤幸吉

1 5 : 4 2 22. 乳牛の機械搾乳難易性K関する試験

第 5報搾乳性と搾乳時間との関係について

(道立新得畜試)0塚本 達・曾根章夫

(酪農大〉西埜 進

1 5 : 5 4 23. フリーストール・バーンVCj;-，けるマット及び鋸屑の敷料効果について

(道立新得畜試)0曾根章夫 ・塚 本

(酪農大〉西埜 進

達
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第 2 会場 午前の部

(予定時刻)

ヲ:0 0 24. 大ヨークシャ一種豚の特性K関する調査試験

I 育成豚の発育と体型Kついて

(道立滝川畜試)0河部和雄・宮本喜代一・阿部 ヌ~

糟谷 泰・安東正史・山田 渥

ヲ:1 2 25. 大ヨークシャ一種豚の特性K関する調査試験

E 大ヨークシャ一種の繁殖能力Kついて

(道立滝川畜試)0山 田 渥・阿部 登・糟谷 泰

安東正史・河部和雄・宮本喜代一

ヲ:2 4 26. 大ヨークシャ一種豚の.特性K関する調査試験 • E 大ヨークシャ一種の産肉性陀ついて

(道立滝川畜試)0阿部 登・安東正史・糟谷 泰

山田 渥・所 和暢

ヲ:3 6 2 Z/ 肉豚になける穀実サイレージ(麦類〉の利用性

第 1報麦の種類による消化率の差異

(道立滝川畜試)0吉本 正・米田裕紀・所 和暢

宮 川浩輝・杉本亘之

タ:4 8 28. 肉豚VC:;Jo'"ける穀実サイレージ(麦類〉の利用性

第 2報 穀実サイレージ給与Kよる肥育効果

(道立滝川畜試)0米田裕紀・吉本 正・所 和暢

宮川浩輝・杉本亘之

1 0 : 0 0 2虫 肉豚K長ける穀実サイレージ(麦類)の利用性

第 3報 調製法の差異による肥育効果 • (道立滝川畜試)0宮 川 浩輝・吉本 正・米田裕紀

所和 暢・杉本 E 之

1 0 : 1 2 3 O. 肉豚に対する廃液添加澱粉粕の刺用性

第 5報 その利用割合と油脂添加陀よる栄養補正効果

(道立滝川畜試〉 所 キ日 暢・吉本 正・米田裕紀

宮川浩輝

1 0 : 2 4 31. 豚枝肉組成の簡易推定法に関する試験

E ロース最後部位2節を用いた場合の比重Kよる枝肉組成の推定Kついて

(道立滝川畜試)0安東正史・阿部 登・糟谷 泰
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山田 渥

1 0 : 3 6 32. A養豚場忙なける疾病発生の状況と肥育成績

(旭川市)0波 岸 裕 光・杉本 修

(道立滝川畜試)龍田勝基・更科孝夫・米道裕禰

所 和暢・米田裕紀・吉本 正

佐藤 和男

1 0 : 4 8 33. 無血去勢(ボーノレマッシャ一法〉豚の腹腔内播種精巣の所見

( 酪農 大〉 阿部 光雄・ o岩佐憲一

1 1 : 0 0 34. 馬K長ける排卵同期化の可能性Kついて

(北大農)小栗紀彦・ o堤 義 雄

1 1 : 1 2 35. めん羊の豆梓とビートトップKよる飼養試験

(道立滝川畜試)0平山秀介・杉本亘之・近藤知彦

11:2436. 無窓クージ鶏舎(排気式〉の環境調査Kついて

(上)11農試)0丹代建 男

(北見地区農業改良普及所〉 斉藤安正

(司11音府町農協)松本茂治

1 1 : 3 6 3ス 鶏匪の呼吸量に関する研究

I 主vc002呼出量の測定手段Kついて

(酪農大)0市川 舜

(北大農〉八戸芳夫・清水

須磨 隆・本田

弘・中島武彦

=fr./ 

吊P

1 1 : 4 8 38. マレック氏病感受鶏と寒天グノレ内沈降抗体

(道立滝川畜試) 田村千秋・米道裕弥・寵田勝基

(家畜衛生試験場)湯浅 裏

第 2 会場・午後の部

1 4 : 3 0 3虫 スチーノレ製気密サイロによるサイレージの調整Kついて

(北大農)0大久保正彦・幾野良夫・吉田 正

朝 日 田 康司・広瀬可恒

1 4 : 4 2 4 O. 高水分穀実の飼料特性

2. えん麦について

(北農試畑作部) 八幡林芳・名久井 忠・ o岩崎

14:54 41. サイレージの消化・利用K関する研究

-7-

薫



第 7報 青刈とうもろとしサイレージの飼料価値K及ぼす雌穏率の影響，会主

び，飼料価値の簡易左推定法の検討

(道立新得畜試〉 石栗敏機

1 4 : 0 6 42. 乾草の相包時水分含量が品質及び栄養価に及ぼす影響

rr 1，2番草陀ついて

(酪農大) 0 槍崎 鼻・田中賢壱

1 5 : 1 8 43. カゼインミセノレの形態構造陀関する研究

N グル漉過Kよる検索

(酪農大)0安藤功一・小野寺靖彦・遊佐孝五

1 5 : 3 0 44. 妊娠中の乳腺分泌液の 2戸の性状Vてついて

(上川生産連)0山田 稔

(雪印乳業) 坂野伸

(帯広畜大) 根岸 孝・藤野安彦

1 5 : 4. 2 4 5. T. T. C法K関ナる研究について(第 1報)

(北酪検)b笹野 貢・大沢貞次郎・大浦義教

-8-
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般講演要 ビ4

日

場会第

1 大規模草地における家畜管理技術に関する調査

第 l報放牧牛の発育と入牧基準月令に関する知見

(道立天北農試〉 藤 田 保

• 
入牧後の健康保持上の重要事項である放牧耐性，草地順応性左どの適否判定指針とすべ<，天北西部

地区大規模草地育成牧場の預託牛Kついて発育調査を 5ク年K亘b実施し，放牧環境と入牧月令K関す

るこ，三の知見を得たので報告する口

1. 預託牛の体重分布は入牧時 21 1 ----3 3 0 K9，退牧時 27 1 ----3 9 0 K9の範囲K入るものが半数

以上を占めた。との体重に対応するHOAJ発育値下t艮以よ併は測定対象全頭数中，入牧時VC3i%であ

ったが退牧時Kは38 %VC増加した。

2. 月令別発育値(日増体)では低月令平群(6......_ i 0カ月)0.5 3 4 K9，高月令牛bよび人工授精

牛群(1 1カ月以上)0.7 3 0 K9，妊娠牛群(1 8カ月以上)0.8 2 0 K9で、あった。

3. 入牧前の発育良好牛と低発育牛の放牧時VCj:，">ける発育差違を検討した結果，発育良好牛の増体日

量O.4 1 0 K9VC対し、 HOAJ発育値下限以下の低発育牛では 0.49 0 K9であった。発育良好牛の中でも

特K月令:が低い牛ほど体重増加が少左かったが、高月令(1 8カ月以上)陀在ると入牧前低発育牛よ b

増加量が大であった。

4. 各月令時点、になける体重に対する体高の相対値は HOAJの体高発育K対し実測値はか左 b低〈、

体重増加に比較して極めて緩慢左成長であった。

5. 放牧牛の各年次の発育と放牧環境を検討した結果，入牧時気象条件が低月令牛の増体を阻害し，

低湿の単独条件ょ_bi..とれに降雨が伴う複合的要素による影響が強いととが示され，とれらの感作に

よって感冒，下痢左どが多発し発育停滞，体重の減少がみられた。

• 
6. 以上のととから草産 3----4七/haの草地放牧VCj:，">いて 11 ......_ 1 5カ月令の時点から正常左増体

値を持続するととが可能で，体重増加総量i0 0 K9以上の安定した値を得る月令と推察した。
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2 乳 用牛 の放 牧ー粗飼料主体の飼養に関する 研 究

一春生れ子牛の育成ー

(道立天北農試)寒河江洋一郎

A 目的

自然条件である夏季放牧ー冬季舎飼の反復飼養忙ないて，放牧効果を活用した育成法を確立する。

B 方法

1 9 6 9年4月生れのホノレスタイン雌子牛10頭を初期舎飼期に同条件で飼養後， 1年目;放牧期(

3. 1カ月令-)と冬季舎飼期(6.2カ月令.._.) VC j;-，.ける濃厚飼料給与の有無Kよl?， 組飼料群(R群)

と濃厚飼料40 0 Kg給与群(R C群〉の 2群に分け， 2年目放牧期(1 3. 0 ~ 1 8.5カ月令〉終了時ま

での発育を比較した。

C 結果

RC群は，全期を通して体重・体高・体長とも VC，ホル協標準下限値K近似の発育を示した。 R群の

発育は， 1年目冬季舎飼期VCRC群(日増体 O.7 6 Kg) VC比べて不良(0.4 7均)であったが， 2年目

放牧期Kは逆に上回l?( R C群， 0.6. 8 Kg， R群， O. 8 0 Kg)， 1 8カ月令での標準比は体重・体高・

体長ともに 90 10以上に達し，放牧ー粗飼料主体育成の可能性を示した。

発育成績(5頭/群の平均〉

月 メMh 

3 6 9 1 2 1 5 1 8 

体重 R群 Kg 91 1 42 1 81 21 7 294 366 

(指数〉 (96) ( 90) ( 82) ( 77) (85) ( 91 ) 
... ・4・・........ .....・・・・. ー

RC群 Kg 92 145 21 0 276 342 393 

(指数〉 (97) ( 92) ( 9 5) ( 98) ( 99) (98) 

体高 R群 cm 88 94 1 00 107 11 4 1 20 

(指数) ( 1 05) ( 95) ( 92) ( 92) ( 94) ( 96) 
-ー・・・・...._.._ ---_-ー--_--- -噌圃恒圃'・ 4 ・・.

RC群 C勿 89 95 1 05 1 1 4 1 20 126 

(指数) ( 1 06) ( 96) ( 96) ( 98) ( 9 9) ( 1 01 ) 

体長 R群 C勿 89 1 0 1 11 2 124 1 29 1 42 

(指数〉 (1 03) ( 96) ( 95) ( 96) ( 94) ( 99) 
.......ー句、 -・・・・・ー-ー--

RC群 cm 86 1 0 0 1 1 7 1 30 1 36 1 46 

(指数〉 (1 00) ( 95) ( 99) ( 1 01 ) ( 99) ( 1 02) 

注) 指数はホノレ協標準(雌〉の下限値を 100とする。

-1 0ー
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3 放牧延長に関する訣験

(道立新得畜試) 裏 悦 次

秋口 K牧草地の残草量を 10 0 %利用し，その放牧延長期K家畜は体重を維持できる程度に放牧し，

その後の舎飼飼養での代償性発育をねらった飼養方法を検討したので報告するロ

供試家畜はヘレフォード種及びヘレフォード種を主体とした交雑肉用育成牝牛で，半数を舎飼とし，

乾草自由採食，濃配1.0--1.3/日・頭給与，残bの半数を放牧延長K供し，乾草を適宜給与した。そ

の後，両群を同一条件で当場の慣習による舎飼飼養を行左い，その聞の代償性発育を調査した。供試草

地は放牧終了後のイネ科優占草地で，家畜が完全K採食不可能にまるまで(草丈3"-' 4 C7lt)放牧した。

年 次 区分 頭数 放牧延長期間 増体
その後の

適
発 τ同民

舎飼群 6 1 0月24日 O. 3 9 O. 3 1 2月19体日までで
1タ68

--1 1月29日) 
両群の増は等し

延長群 6 ( 3 8日間
O. 0 2 0.5 1 〈左った

舎飼群 6 1 1月 1日 0.1 5 O. 0 6 
1 969 

"-' 1 1月26日) 延長群 6 ( 2 6日間
-O. 3 5 O. 0 8 

〈注 1 969年については 11月25日大雪のため 26日に下牧した。)

1 9 6 8年度の試験Kついては表K示すように，放牧延長期K体重維持程度であればその後の代償性

発育の結果，両群とも 2月19日(試験開始から 12 1日〉で通算の増体は等しく在った。しかしをが

ら 19 6 9年度の試験については，放牧延長期に体重滅を示し(- O. 3 5匂/日・頭)，その場合の

その後の代償性発育は左んらかの支障をきたし， 6月30日の時点でも同ーの条件の舎飼開始時の差を

そのまま継続した。

1日1頭当 bの飼料摂取量は下表の通九

年 次 区 介 濃 自己 乾 草

舎飼群 1. 0 K9 5.6 K9 
1968 

延長群 。 1. 2 

舎飼群 1. 3 6.4 
1969 

延長群 。 1. 1 

1 9 7 0年の放牧前K坪刈による草地への影響を調査したが，草量についての対照区との差は認めら

れまかった。

&しとの結果から， 1 1月下匂(積雪〉まで放牧を延長し，その間，家畜の体重の維持できる程度以上

であれば，その後の代償性発育で正常左育成飼養が可能であ.!:J，濃厚飼料，乾草， しきわらの費用節減，

ぼろだし等の省力管理の点から検討するK値いすると考えられる。叉，採草草地を含めたASP方式と
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も関連してその飼養方法を考える左らばよ b効果的K草地が利用されると推察する口

4 糖蜜飼料添加がサイレージの品質と子牛に対する飼料価値におよぼす効果

(帯広畜大) 0松岡 栄 ， 藤 田 裕，橋爪徳三

目的:

糖蜜飼料添加がサイレージの品質と子牛K対する飼料価値K台よほす効果を検討する目的で本試験を

実施した。

方法:

トレンチサイロによ.!?，無添加サイレージと糖蜜飼料添加サイレージ(生草K対して 5.91fo添加した〕

を調製し，その品質を検定した。また，その飼料価値を検討するために無添加サイレージ，糖蜜飼料、

添加サイレージのほかに，無添加サイレージK糖蜜飼料をそのままの形で，糖蜜飼料添加サイレージを

調製したときと同割合(5.9 1fo )で混合したもの(以下，混合サイレージとする)を調製し，この 5種

のすイレージをホノレスタイン手重雄子牛(推定日令， 1 0 0日令)9頭を 5頭ずつ 5群に分けた各群K給

与し，各群の体重増川消化率，窒素蓄積率を求め比較した。

結果:

1 )添加サイレージは無添加サイレージに比して，乳酸含量は高<，品質は良好であった。

2)添加サイレージと混合サイレージの各成分台よびエネノレギーの消化率は無添加サイレージよ bも

高い傾向Kあったロまた， TDN， DCPなよび可消化エネノレギーの値も高かった。添加サイレージと

混合サイレージを比較してみると，混合サイレージは TDN含有量が高(，有機物辛子よび可溶無窒素物

の消化率がすぐれていた。

3)窒素蓄積率は無添加群が最も高かったが，その差は大きいものではまかった。

• 

4)増体量についてみると，添加群が最も大きしついで混合群であ.!?，無添加群が最も小さかった。-，

5)枝肉歩留Kついては，各群の uVC差 は 認おられなかった。.

6)以上の結果よ.!?，サイレージK糖蜜飼料を添加するととは品質左らびに飼料価値の点からみて大

き左効果があるととがわかった。また，無添加サイレージK糖蜜飼料を混合すると，その飼料価値は無

添加サイレージよ bもかなbよく左.!?，添加サイレージK匹敵するほどであった。
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5 幼令牛の発育におよぼすスターターの給 与水準およびエネルギー含量の影響

目的

(帯広畜大)0藤田

松岡

裕，神部正路，

栄，橋爪徳=

早期離乳子牛b離乳期前後Kおミける発育速度比スターターの摂取量の多少Kよって左右されるとこ

ろが大きいがF 一般K乾草左ど組飼料の摂取を早期から順調K増加させるため，離手鴎日以後はスタータ

ーの給与量を適度に調節するのが望ましいとされる。演者らは晴育育成期に給与される各種飼料の摂取

量と発育の関係を明らかにするための基礎的左段階として，エネJレギー含量の異在るスタータ-vcつい

て，その給与水準と乾草自由摂取量の関係F 左らびに発育に台よほす影響について検討した。

.方法@
5--7日令のホノレ種雄子牛 16頭を 4頭ずつ4群K分け， エネノレギー含量を高低2段階(T D N : 

• 

71.4%なよび61. 4 %) vc規制したスターターを用い，代用乳利用 49日令離乳方式による飼育試験

K供した。各群K対する処理は，

第 1群 : 高エネJレギースターター多給 第 2群 : 高エネノレギースターター制限

第 5群 : 低エネノレギースターター多給 第 4群 : 低エネノレギースターター制限

の4処理で，二つのスターターとも，多給群は最高日量2.5Kg.， 制限群は最高日量2.0K，9-を限度として，

それぞれ週令K応じて給与量を調節 L及。リプレーサーは各群同ーの基準を用同乾草は 1週令よ b自由

摂取状態とした。試験期聞は 3ク月間としF その間，各飼料摂取量台よび養分含量の計測まらびK発育

値の測定を行左った。

結果

1 0週までの成績では，増体量は高エネノレギー。多給群が最も大き(.(日増体量 7039)，ついで

高エネノレギー・制限群 (6509)，低エネルギー多給群 (6029)，低エネノレギー制限群 (5519)

と在った。

乾草摂取量はスターターの給与水準Kよって有意K変動 L，高エネノレギースターター給与の場合は，

制限群が多給群K比較して 41%，低エネノレギースターター給与では同じく 53%の増加がみられた。

しかし体重に対する乾物摂取量の比率は 2.1 0 "<  2. 2 9 %の範囲で処理との間K一定の関係は認められ

ず，また， T D N要求率 (TD N摂取量/増体量)はp 第 1群:1. 7 2， 第 2群:1. 7 1 ， 第 5群:

1. 7 4，第4群:1. 78と左.!J，増体はスターターと乾草の摂取比率Kかかわらず，摂取T D N量K密接

K対応することが示された。離手同日前後の発育量改善Kはスターターのエネノレギー強化が有効であるがp

スターター給与量を日量 2.0--2.5 Kg.とし，乾草を自由摂取とする条件下では飼料の利用効率K著しい

変化は生じ左いものと考えられる O
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6 粗 飼料給与時における補助飼料添加の効果に関する試験

第 l報牧草サイレージ給与時における育成牛およびめん羊に対するトウモロコシまたは育成用配合

飼料の補給効果

(道立根釧農試〉

(道立中央農試。病虫部〉

(北農試。草地開発第 1部)

目的

蒔田秀夫

水島俊

鳶野 保

根釧地方まど草地酪農地帯K沿いて牧草サイレージは越冬用組飼料として重要左基礎飼料である。そ

の飼料の特性として 乾草や生草K比べ，可溶性炭水化物が少左<，組蛋白質の窒素は非蛋白態、が多いと

されているO 牧草サイレージを単味給与しでも窒素の蓄積があま b良〈なし特K育成牛K対してこの

ととが重要性を持っていると思われるO 牧草サイレージ給与時の補助飼料としてトワモロコシまたは育

成牛用配合飼料を給与したときそれらの可消化量，消化率，窒素蓄積，体重変化K及ぼす影響を検討

しようとした。

方法

試験1. 生年月日台よび発育が似かよっている 10カ月令の育成雌牛(ホノレスタイン)を 2頭用い9

1期 14日間 3期の重複反転飼養法Kょった。組飼料は塔型サイロの中左いし下から取b出した良質の

牧草サイレージ(pH 3. 8，乳酸 2.56%)で，ほほ飽食量給与した。粉砕トクモロコシまたは若牛用

育成配合飼料を 1日1頭当.t2.0 K[f給与した。消化試験は糞尿分離装置で行ったo糞尿は毎朝?時に糞

・尿を別々によ〈獄日し 1/100 量ずつ採取しP 本期 5日間分を各期どとに混合し処理分析した。

試験 2. めん羊6頭を 5頭ずつ 2群Kわけ，牧草サイレージを基礎飼料とし，一方へ育成用配合飼料

を1頭当't2009またはトウモロコシを 1頭当.T5009給与しp 常法Kよb予備期 7日間本期 7日

間の消化試験を行った。

結果

試験1. 乾物。有機物・可消化養分総量は育成配合飼料区がやや多いが，平均消化率では乾物，有機

物，可溶性無窒素物，粗繊維K長いてトクモロコ、ン区がわずかずつ上回った。供試牛の増体量はトクモ

ロコシ区が多かった。しかしp 期別，個体別による変動が大きし明確で左かった。窒素の蓄積率は両

群で大差左かった。トクモロコシは摂取が悪<，慣れるまで時聞を要し，給与期に下痢症を呈した個体

があった。供試個体数が少左かったので更K検討する必要があろう。

試験 2. a)供試飼料の組成は幼令牛用育成配合飼料，牧草サイ νージ(バンカー， 2番刈草，品質

は中の下)で水分はそれぞれ 14.6， 7 8.0%，乾物中の粗蛋白質はそれぞれ 2o. 3， 1 3. 7 %，組

繊維はそれぞれ.5.5， 3 o. 5 %， D C Pはそれぞれ 15. 5， 7. 3 %， T D Nはそれぞれ 80.2， 5 1. 4 

%であった。込みの消化率では自己合飼料を添加した区が粗繊維と組灰分を除いて他のいずれの一般成分

-14一

• 

• 



• 

• 

もすぐれていた。窒素の蓄積では牧草サイレージのみ給与した区はいずれも負であ9，また配合を与え

た区K沿いては若めん羊だけが正と左九成めん羊は負と左った。

b) トクモロコシを給与した場合Kついても報告する。

7 子牛の発育時における低栄養の影響とその補償法に関する研究

l 低栄養が，成長および消化機能に及ぼす影響

(北農試・畜産部) 0今泉英太郎， 岡本昌=

四十万谷吉郎

目的

子牛の育成時の低栄養給与が，成長台よび、消化機能K及ぼす影響，並びK飼料の増給Kよるその後の

発育改善の効果を検討した。

方法。

ホノレスタイン去勢育成牛 18頭を供試し， 2 1 1日令から 51 0日令までの間，下表の飼料給与計画

K基づいて試験を行左った。

T D N 給与量※
区 供試頭数

前期 (21 1日令--360日令〉 後期 (36 1日令--5 1 0日令)

3 1 00 1 00 

2 3 60 60 

5 3 60 140 

4 3 80 80 

5 5 80 120 

6 5 乾草飽食 乾草飽食

注)※ NRO飼養標準(育成雌)vc示されたTDN必要量K対するパーセント O

試験期聞はp 昭和 45年 2月5日から 11月29日までの 300日間で， 1 5 0日ずつK分け，訟の

なの前期，後期とした。

給与飼料は，試験期間を通じ， 1， 2， 3， 4， 5区K同ーの濃厚飼料と二番乾草をF 風乾物重1

4の割合で給与し， 6区Kは乾草のみを飽食させた。飲水なよび固形塩摂取は自由であった。

試験結果:

乾草を飽食させた 6区は別として， 3， 5区で給与水準を変更した初期防多少の残食が認められた

ほかは， :1"":1""むね給与計画どなb採食したが，消化試験の結果から，養分摂取率は， T D Nで前後期名、
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のなの， 1区 85.6， 9 5.5， 2区54.3， 4 6.人 5区 53. 6， 1 3 o. 1， 4区 6&4， 7 ~ 1， 5 

区 6虫九 1 1 o. 1， 6区?虫 2， 1 2 3.7%の値を示し，計画値よ 910.......， 15%低い値であった。

体重 1K.9-増体K要した T DN量は，全期を通じ 1， 6区は台のなのス 19， Z 9 7 K.9-， 2 ， 4区は，

2 6. 8 2， 8. 1 4 Kg.で、あった。一方ら 5区は 6.8 8， 6. 2 8 K，9-の値を示し，成長を抑制した後の飼料

増給が著しくその利用性を改善する効果のあることが示された。

給与飼料の消化管内通過速度を，前後期 2回測定したがF 双方とも乾草摂取量の多い区ほどp 飼料の

排池速度が速い傾向が認められた。

体重p 体高，体長，胸囲，腹囲，管囲の成長を月令を追って測定した均体重ではF 増体量は 6区が

最大で，次いで 5，むじん 2区の順で， :;t">のなの 15 4，じ 14呪ム 13 6. 2， 1 3 4. 6 ， 

8ス5， 1 6.8 K，9-の値であった。 1区K対する各区の体各部の発育パーセントの比較では， 2， 3， 4， 

5区の体重の変異の巾が大きし特vc3， 5区の後半からの体重の回復は顕著であった。しかしF 体高F

体長，管囲は全体的K比較的安定した値を示し， との傾向は各部の体高比Kも示され，骨格を代表する

測定部位は，体重左どK比較して栄養量の差Kよる影響は少左いようであった。

各部の成長量を前期と後期K分けて比較するとF 部位Kよb成長型が異なり，両期均一左成長を示す

部位と，期Kよb成長量の異なる部位があ 9"， 1， 6区の体重，胸囲は均一な成長型を示したが，体高，

腹囲は前期VC，管囲は後期K成長が盛となる傾向がうかがわれたが，体長は一定の傾向を示さ左かった。

しかし， 3， 5区は 2， 4区K比較すると p 後期Kどの部位も著しく成長が促進され，抑制後の各部の

成長K対する飼料の増給の効果が認められた。

8 子牛のエネルギ一代謝

V 夏期および冬期における乳養期子牛の熱発生量の変化とその日内変動

。七大農) 0関根純二郎， 朝日田康司F 広瀬可恒

目的

乳養期の子牛のエネ Jレギ一代謝が種々の要因KよDどのよう左影響を受けて変化するかを明らかKす

るため本試験を実施した。

方法

供試牛は夏期群4頭辛子よび冬期群 10頭，合計 14頭のホノレスタイン雄子牛であった。出生後 3.......4

日聞の初乳暗乳後は代用乳及びスターターを給与した。熱発生量は 2週令， 5週令沿よび 7週令時K給

飼後 2時間， 4時間， 8時間台よび 12時間(翌日給飼前 5時間)後Kマスク法Kよb測定した。各週

令の測定は隔日 5日間あるいは連続 2日間行なった。翌日給飼前 5時間の熱発生量をもって安静時熱発

生量とした。気象要素の制御は特別K行なわ左かった。

結果
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1 )安静時熱発生量は 2週令10 5 cat/hr (冬期群)， ' 1 2 0 cat/hr (夏期群)， 5週令143 cat/hr 

(冬期群)， 1 4 6 cat/hr (夏期群)， 7週令 14 0 cat/hr (冬期群)， 12 7cat/hr(夏期群)であ

t，週令Kとも左い増加する傾向を示した。左辛子， 1 2週令時K冬期群Kついて熱発生量の測定を行在

ったが，それKよれば安静時熱発生量は 18 0 cat/hrであった。

2) 1日平均熱発生量は安静時熱発生量よ b高い値を示した。

3) 7週令時を除いて夏期になける熱発生量は冬期のそれよ bも高い値を示した。

4)熱発生量の日内変動をみるとF 午後の給飼後熱発生量が午前の給飼後のそれよ bも高い値を示し

そのピークは給飼後 2時間K現われている。午前給飼後の熱発生量もそれとほぼ同様左パターンを示す

がさほど顕著では左い。

5，)離乳後 (12週令)vt辛子ける熱発生量の日内変動のパターンは乳養期のそれと同様であ t，かっ

. 顕著左変化を示凶即ち，給飼後 2時間で鱗生量が増加し，以後4時間， 8時間と減少し， ~ ~(11: 

• 

次回の給飼後 2時間で再び増加L.，'4時間， ，8時間， 1 2時間と減少する。

9 離乳子牛の自由飲水量ならびに水の排j世量lこおよぼす飲水温度の影響

(酪農大) 西埜 進

離乳子牛の飼料K対する最適の飲水量を知ろうとして，前報(I1::;b">いて， 1 0"""1 7週令離乳子牛の制

限飲水の影響KついてF その結果を報告した。本報では，約jく温度Kよる自由飲水量とその影響をみる

ため，次の育成試験と水の出入試験を実施じた。

育成試験: 生後 63日令まで液状代用乳を飲ませた離乳子牛 17頭を用いて， 3週間育成試験を行

左ヲた。との間，飲水温度を 5'
OC(第 1区)， 1 5 oC (第2区)，なよび 4OOC (第 5区〉の 5段階K

した。飲水は 1日の同じ時刻(11:， 3回与え，その都度自由摂取量とした。この期間内の給与飼料は市販人

工乳を 1日1頭2.0KIlの範囲でF 乾草と同じように不断給飼とした。その結果， 1日1頭当bの飲水量

は第ろ区が 1'1.19KI}であ t，第 1区の 8.59 KIlよb明らかK多い (Pく O.0 1 ) ，体重 10 0 KI}当b

でも第 3区の 10.4 9 KI}が最大で，第2区虫 22 KI} (Pく 0.05) ，第 1区8;4 7 KI} (Pく 0.01)と

は有意の差であるO 飲水量の増加Kともなって，飼料摂取量なよび水と乾物の比は，それぞれ第1区2.7

KI}， 3.4，第2区2.7 5 KI}， 3. 7 ，第3区2.92 KI}， 4.0と高まったおその差は統計的K有意で左い。

増体日量は第 1区0.93 KIl， 第 5区O.9 0 KIl， 第 2区 0.80 KI}と左 t，自由飲水量(体重8.5--10.5 

%)である限t，飲水温度 (5--4OOC)は増体を改善し左かった。

出入試験: 育成試験K続いて，子牛ヲ頭を用いて，水の出入試験を実施した。試験は 14日間で，

7 --1 4日の飲水が 8--15日K排池されるという仮定で行なった。

その結果，体重 10 0 KIl当bの飲水量は，第 3区が第 1区よ b有意 (Pく 0.01) (11:多い。糞中K排

池された水の量は第 1区 4.13 KIl， 第 2区4.40 KI}， 第 3区4.77KI}で，飲水量Kともなっτ増加した
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( r = 0.7 4)が，尿中の排池量とは密接左関係が左かった。また，直線回帰Kよって求めた体重100 

K9当bの水の摂取量K対する排、准割合は約 72%で，尿中よ bも糞中K多〈排池された。この場合，飼

料の乾物消化率Kは変化がなかった。とのととから，飲水温度Kよって自由飲水量が要求量以上K左る

と， とくに糞中への排、准量の増大が予想される。

10 1日1固定量日甫乳方式によるホルスタイン雄子牛の晴育育成

(北大農) 0大谷 滋，小竹森訓央F 高 木亮 司，

広瀬可恒

近年，道内K台ける乳用子牛の暗育育成は多頭数規模Kよる専業化の傾向Kあるが，との省力化と飼

料費節減を目的として， 1日1固定量晴乳方式でホノレスタイン雄子牛を噛育し， とれが暗育育成成績1j:

どKどのよう左影響を及ぼすかを， 1日2回晴乳方式なよび不断暗乳方式と比較検討した。

昭和 45年 5月下匂--6月中匂生まれ 30頭を札幌市近郊から 5日令程度で購入し，① 1日1固定量

晴乳群 6頭，②1日2回晴乳群 6頭，③不断晴乳群 18頭とし北大第 2農場で晴育育成したo 代用乳給

与は 5群とも 45日令までとし，①群へは 0.5K9を1日1回のみ，②群へは O.4 --1. 0 --O. 4 K9/日を

朝夕 2回K分与，③群へは自動哨乳機を使い --35日令 24時間， 36"""'40日令8時間， 41 --45 

日令4時間の不断晴乳としたo カーフスターターは①，③群へは日量最高 2.5K9まで自由採食させ，②

群へは予め定めた給与基準(? 1 日令~2.5K9/ 日) vcょった。乾草は 5群とも自由採食させた。飼育

管理は①，②群が 1頭ずつ子牛房で‘，③群は放し飼い(約 20 d) とした。 8月中匂K日高の北大牧場

へ移し平均 2.6カ月令で 5群一緒の放牧(補助飼料給与)vc供し， 1 0月下匂K収厩した。越冬中は全

頭 1群の追い込み飼育を行左い， 4 6年 5月上匂から 2シーズン目放牧を実施中であるo

7 5日令までの飼料消費量は，代用乳が①群 20 K9，②群 30 K9，③群46 Kg) カーフスターターが

• 

9 5 K9， 7 7 K9， 6 3 K9，乾草が 22 K9， 4 2 K9， 4 Kgであヲてy 飼料費はスヲ千円， 8.5千円， 1 0.0 一

千円であったo 6"""" 7 5日令の日増体量は①群 0.83 Kg， cg瀞 O.8 9 K9，①群0.78 Kg.で，①群は良好 司W

左成績を示したが②群よ bは若干劣った。③群は離乳時前後から伸び左やみ最も劣った科群間K有意

差は・左かった。 1シーズン目放牧 74日聞の日増体量は O.4 4 K9， O. 4 8 K~， O. 5 6 Kg，越冬期 18 2 

日聞の成績は O.6 3 Kg.， • O. 6 5 K9， O. 6 5 K9であった。暗育開始から越冬終了時までの通算した平均日

増体量は O.6 2 Kg.， O. 6 6 K9， O. 6 7 Kg.であって①群が若干劣ったが，有意差は認められなかったo

以上の成績から， 1日1固定量哨乳方式は 1日2回晴字し方式K近い増体成績が得られ，多頭数晴育で

も飼養管理が容易であ 9，日南乳方法の一部を改善(例えば最初の 5--1 0日聞は 2回晴乳とする)すれ

ば，充分実用化の可能な晴乳方式であると考えられた。なあち 自動晴乳機Kよる不断晴乳は，省力化は

期待できるが飼料費がかさみp 事故も多< (下痢などで 5頭死亡， 1頭表弱除外)， 4 5日令程度の早

期離乳Kは不向きでなかろうかと思われる。
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11 乳牛の量的形 質 に 対 す る 統 計 的 分 析

E 全北海道ホルスタイン共進会における入賞傾向について

(帯畜大) 光本孝次

前回は，全十勝ホノレスタイン共進会の昭和 24年から現時点までの体測定値 8部位Kついて，その変

化と入賞傾向Kついて報告した。今回は，全北海道ホノレスタイン共進会の昭和 42年 (11 6頭)， 44 

年 (14 1頭)， 4 5年 (71頭)の資料を，前回と同様の方法で分析した。全北海道共進会では，体

高，体長，胸囲の資料が保存されていたので， との 3部位Kついてのみ分析した。また，体測尺値Kな

けん全十勝共進会の全北海道共進会Kなける位置Kついても比較した。

結果

1 昭和 42， 4 4， 4 5年を比較すると，

向を示した。

わずかではあるが 5部位とも K各月令毎K大型化の傾

2. 3部位ともK約20カ月令までは上位入賞牛の測定値は推定曲線よ b相対的K高い値であった。

したがってF とれらの時期Kは，大きさが入賞のために重要左要因と左っている。

3. 全北海道ホノレスタイン共進会の各部位K対する推定曲線と全十勝ホノレスタイン共進会のそれは近

似している。したがって，全十勝共進会Kは，北海道でも最も大型と推定される乳牛が出陳されているO

12 ヘレフォード種子牛評価額の一考察

。じ大農) 0小竹森訓央， 広瀬可恒

肉牛専用種の増殖にあたJ?，その経済性検討に資するためVC，ヘレフォード種子牛の価格を試算し，

ホノレスタイン種子牛の価格と比較検討した。

ヘレフォード種では，繁殖成雌80頭規模，所得を年間 20 0万円の子畜生産専業経営を想定し" 6 

カ月令出荷とした。ホノレスタイン雄子牛はF 常時 15 0頭を飼養し 6カ月令出荷の年間 300頭を出荷

する晴育育成専業形態を考え，所得目標を同じく 200万円とした。ヘレフォード種Kついては，繁殖

成雌の生産物は子牛のみであるから，繁殖牛K要した諸経費を全て子牛を生産するための費用と考えた。

また，肉専用種では晴育育成経費をほとんど要し左いという大き左利点をもつので，離乳時の 6カ月令

時点で乳用雄子牛と比鞍検討した。

ヘレフォード種子牛の生産費としては，①繁殖成雌の金刺:1 6.0千円 (20 0.0千円X8%〆年)， 

②繁殖成雌の飼料費:3 3.6千円(放牧1.3千円/月 X6カ月，冬季:濃厚飼料 2K~/日，草サイレー

ジ 20 K~/日 y 乾草 3K~/日として算出，金利を含む) ，④授精料:4.5千円(人工授精料)，⑤施設

償却費他:1 O. 0千円，⑥飼育管理費:22.0千円 (80頭分で 1，7 6 0千円)と左わ①~⑤合計が

8 6. 1千円とまJ?，これが生時の評価額と左る。 6カ月令時点では，⑦子ヰの金利:3.7千円 (86.1 
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千円X8%，/!年X6カ月九③子牛の放牧料:1. 8千円 (0.6千円/月 X3カ月)，①飼育管理費:

3. 0千円 (80頭分で 240千円)と左9，合計 9.4.3千円と見込まれる。一方F ホノレスタイン雄子牛

では，①雄子牛:6.5千円，②雄子牛の金刺:0.3千円，③晴育育成飼料費:2 1. 2千円(代用手」ヵ

ーフスターター暗育，金利を含む)，④施設償却費他:2. 7千円 (30 0頭分で 800千円)，⑤飼育

管理費:6.7千円つ(30 0頭で 2，00 0千円〉と左 9， 6カ月令時点では①~⑤合計の 3Z 4千円と左

る。したがって，ヘレフォード種子牛では，生まれ落ち時点ではホルスタイン雄子牛よ bも7虫6千円

も高(，晴育育成の過程でその差は小さくはまるが， 6カ月令時点でも依然として 5Z 8千円上廻る結

果と在った。

第 5期計画では北海道の肉牛飼養頭数を 30万頭余とし，肉牛専用種と乳用雄子牛の比率をほぼ半々

K見込んでいる。肉牛専用種では枝肉歩留bが高い，飼料の利用性が高い，或いは晴育育成が容易であ

るなどの長所をもっ科このことのみが強調されすぎているきらいがあるo上記の結果的も肉牛専用 . 

種は乳用雄子牛と比べて子牛の価格が非常K高くついているようであ9，経済的Kは大き左差のあると

とも考慮K入れてその増殖が左されるべきであると考えるO

13 アンガス種・シヤロレ一種雄とホルスタイン種雌との雑種牛(F 1 )の発育

と産肉性について

(北農試畜産部)杉原敏弘堅固 彰，岡田 清

目的

種畜価値の低いホノレスタイン種 (D)雌K対してF アバディーンアンガス種 (A) とシャロレ一種

(0 )雄を交配した雑種牛の発育，飼料の利用性なよび産肉能力を調査しP 肥育素牛としての適性Kヲ

いて検討した。

方法

昭和 42年 2月から生産されたAD合4頭， ♀4頭， ODo5頭y♀2頭，対照としてDo6頭を供試したo

晴乳期聞は，昭和 42年 K生産された子牛は 5ク月令まで‘代用乳，人工乳を給与し，その後濃厚飼料

と乾草， 5ク月令からサイレージを給与し，粗飼料多給Kよる育成を行った。昭和 44年K生産された

子牛lti，4ク月令まで-全乳給与，その後前記と同様の飼料給与Kょb育成した。暗乳期聞は群飼とした

が，その後個別飼育によって採食量を調査した。飼料給与量は乳用雌牛K対する NRO飼養標準を基準

として生後 60 0日まで育成し， 4 0時間絶食後屠殺解体して産肉成績を調査した。

試験結果:

初生体重はD合44.2 K9-， A D合38 K9-Q ♀3 3.8 K9-， C D合54.8 K9-。♀ 46.5 K9-を示し， Dを100

とすると， AD合86%"♀ 7 6.5%， C D合124%・♀ 10 5.2%でADでは雄雌とも小さし OD

では雄雌とも大きい傾向を示した。

-20ー

• 



• 

• 

終体重は DO 4 0 1 Kg.， A D合38 0 Kg.・♀ 33 5 Kg-， C D合42 3 Kg-・♀ 40 9 Kg-を示し， Dを100

とすると， A D合94.8%・♀ 83.5%， C D合105.5 %。♀ 102%で初生体重と同様の傾向を示

した。

体各部位の最終測定値は，体高はD合12 8.3cm， A D合11虫4cm 0 ♀1 .1 6. 4 cm， C D合121.9

C抗。♀ 12 4.6 cmを示した。また体長はD合141.6cm， ADo1 37cm・♀ 13 5.3仰， C D合136.9 

cm ..♀ 1 3虫 1cmを示した。雑種牛はいずれも Dよb小さい値を示したo 胸囲はDo' 1 7 2.4 cm， A D合

1 7 0.7 cm。♀ 16 3.7 cm， C D合17 2 cm。♀ 16 8.5 cmを示しF 雑種牛の合ではDとほぼ同様の値

を示し，♀ではDよbも小さい値を示したo A D Oの胸巾と管囲はDよbも大きい値を示L-，その他の

部位ではADはDよbも小さい値を示したo C Dで‘は胸巾P 腰角巾，H寛巾の体巾測定値と管囲Kついて

は合♀とも Dよb大きい値を示し，長さと高さの測定値では Dよbも小さい値を示した。

屠体成績では，枝肉量でD合17 7 Kg.， A D O 1 7 3 Kg.。♀ 15 7 Kg-， C . D O 2 O. 4 Kg.。♀ 19 9 K1 

でADはDよbも小さい値を示し， C DはDよbも大きい値を示した。枝肉歩留では D合48.1 %， AD 

合50.1 %・♀ 50.8%， C D合51.9%・♀ 53.6%を示し，正肉歩留ではD合77.8%， AD合

7虫4%。♀ 7虫8%， C D O 8 O. 4 %。♀ 81. 8 %を示し，雑種牛がDよbやや優れた値を示じた。

分割枝肉割合は， A DはDよbもロースの部分が大きく， C DはDよbもももの部分が大きい傾向を

示した。

14 放牧肉牛の絶食にともなう体重の減少量について

(道立新得畜試〉 。渡辺 寛

11 (肉牛研修生)新名正勝，中家靖夫，背戸 崎

(帯広畜大) 光本孝次

目的

肉牛の体重視Ij定Kとも左う誤差の大部分は，消化管内充満度のちがいKよるものと考えられている。

そとで絶免絶水後の体重減少量を実際K絶食3絶水すること左しK推測する方法なよび体重減少量と

生体重の関係等を知る目的で試験を行左った。

方 法

供試牛はアバディーンアンガス種8頭，無角ヘレフォード種 8頭3黒毛和種 16頭計 32頭の昼夜放牧

中の育成雌牛であるO 放牧中止直後から 36 時間後までほ~. 3時聞なき K絶食体重を測定しF 品種男U，

放牧草地別(人工草地，野草地)(rCそれぞれ体重の平均値を計算し， とれらの平均値を用いて回帰分析

を行なったo 回帰分析のモデルKヲいては，曲線の性質を検討しy=α-b1VX -b2Xを使用しF 二

次回帰曲線を計算した。そのほか，放牧直後体重と減少量，増体量と減少量との相関関係等Kヲいても

検討を行左った。
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結果

絶食後の体重減少量Kついて分散分析を行左い検討したととろF 絶食後の体重減少量は，品種，放牧

地，放牧期間(月)，品種×月のそれぞれの要因どとに統計的有意差が存在したので，品種，放牧地F

月別K回帰式を計算しF 回帰式から絶食後の体重を推定し，推定値と実担Ij値の適合を検討したととろF

か左bの精度で絶食後の体重の変動を筒昌時間どとKとまか〈推定するととが可能と左った。

本年K入ってから前年と同ーの放射也でアバディーンアンガス種 8頭と無角ヘレフォード種 8頭の育

成雌牛について，絶食直後から絶食後 45時間固まで，前年同様の方法で体重を測定し適合性を検討し

たととろ，測定各時間ともよく適合しF 絶食後の体重は前年と同じ回帰式で推定できるととがわかった。

次いで，体重減少量と生体重の相関関係を計算し両者の関係を検討したが，体重減少量と生体重の関

係は，絶食前K放牧されていた放空知也の条件Kよって異左る傾向が認められた。

また体重減少量と放牧期間中の増体量の関係はバラツキが多<，特に一定の傾向は認められ左かった。 • 
15 成長ホルモン測定法に関する試験

。七農試畜産部〉岡田 清 ， 杉 原 敏 弘 ， 堅 固 彰

R a d i 0 i nim u:h 0 a s s a y による成長ホノレモンの測定法を確立するためK二，三の検討を行ったo

N工Eの W土工heユmi法Kょb高度精製された牛成長ホノレモン (BG H) と Isoserve 社の

Nα131工を用い Greenwood及び Hun七er等の手法K基づき BG H VC 131工を標識し， Lau等の

方法K基づき 131工-BGHの稀釈溶液とム工lコumin buffer， 既知量のBGH及び抗家兎血清

を加えて良〈混如し，クェノレ型シンテレージョンカクンターで放射能を求めた。次VC3 7 ocの恒温水槽

中で正確VC4時間 incuba七ionを行ってから，デキストラン被覆炭粉溶液を各試料K加えて良〈混

和し， 3，0 0 0 r .1'. m :tミ15分間遠沈を行ったo抗血清と遊離の 131工-BGH(F)はデキストラン被覆炭

粉K吸着されて下K沈殿するのでとれを残し，上澄液中に含まれる結合 131工-BGH (B)の放射能

を測定凶次VCB/F の値を算出し9 とれを縦軸VC，加えた既知の BGHの量を横軸VC~? てフロッ . 

トし標準曲線を求めた。

牛の血築中成長ホノレモン量は平均 17土 8m}tfJ /TIi.eを示したがp 採血条件Kよって大きく変動する

他，給餌y 運動Kよっても変化するととが認められた。

生後 1ク月令の仔牛の成長ホノレモン量は 30 m.}tfJ/ m-.eと高い値を示したが， 3ク月以後は 12 ，._ 

16m }tfj/ m.eと大体一定の値を示し，月令Kよる差は認められ左かった。

円，
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16 乳牛におけるグルク口ン酸代謝

肝におけるグルク口ナイドの生成及び分解酵素について(予報〉

〈酪農大) 湯浅 = 
ケ己

乳用成雌牛K長いては，他種動物と比較してF グノレクロナイドが尿中K極めて大量開問されているJ)

とのととは，生体とく K肝Kなけるグノレクロン酸抱合の生成機構の允進が予想される。更に，グノレクロ

ナイドの分解系が抑制されている可能性も考えられる。そとで今回は， とれらの点Kついて他種動物と

比較検討し，併せて大量排池の問題K対する推論を行った。

グノレクロン酸抱合を触媒する酵素である UDP-Gユucurony工七 ransferase (G Tと略す)

活性の測定は， 工SSELBAOHERらの Pーニトロフェノーノレ法f)グノレクロナイドの加水分解酵素で

あるβ-G工ucuronidase(β-G aseと略す)活性の測定はF工SHMANらのP.M・G.法3)をそ• れぞれ多少改変して行った。実験結果は以下K要約されるO

(1) 乳用成雌牛Kなける肝GT活性は 0.17 9mJl- moles/min /mr; 0 f pro七einの値を示

した。この値は，成熟各種動物と比較すると，緬羊 (0.29 9)よbは低いが，豚 (0.1 2 9)やラッ

ト (0.1 2 9) (rL比べると高かった。

(2) 乳用成雌牛K長ける肝β-Gase活性は 54.9 NJ/hr /m9 0 f pro七ein の値を示した。

との値は成熟各種動物と比較するとp 緬羊 (54.7)とは同程度であ.!?，ラット (24 2.0)よbはか

なb低かった。しかしながら，豚 (2.9)は乳牛よ bもはるかに低い値を示した。

(3) 初生債の場合は，成雌牛K比べて， '肝GT活性はか左 b低< (0. 0 7 5) ，反対K肝β-'-，Gas e 

活性はやや高かった(8 5.3 )。

以上のどとし草食動物K台いては，非草食動物K比べて，肝GT活性は高し反対lモ肝β-Gase 

活性は低いという傾向のあるととがわかった。又，初生債VC:;Jテいて肝GT活性はか左 b低いととがわか

った0

. とれらの結果K加えて9 草の中Kはヨノン誘導体左どグノ山ン酸抱合をうけやすい芳香族化合物が

多く含まれてお、.!?，4) 又p 尿中グJレクロン酸抱合体の排、准量が子牛では少左いととJ)やラット K実験

5) 
的Kグノレクロナイド産生物質を大量経口投与するとF 肝GT活性が増加するとと，ノ及びその後の実験

結果6)左どから推論すると，乳牛尿中Kグノレクロン酸抱合体が大量K排、准されている主左理由ノはp 乳牛

左ど草食動物は草を食べるとと Kよってグノレクロナイド産生物質を多くとる結果Kな.!?，生体のグルク

ロン酸抱合機構はその状態K適応して充進しているからであると説明できょう o 向， BROD工Eの仮説7)

K則して考える左らばF 上述の適応は，生後の食餌環境Kよって生じたというよ.!J， どちらかといえば

むしろ草食動物K進化する過程K沿いて獲得された遺伝的性質の 1つ左のかもしれ左い。いずれKしろp

乳牛itC;J:，-'けるグノレクロナイド尿中大量排池の原因は館、乳や妊娠左どの要因。ょ bはp むしろ食性の方K

あるらしい。
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17 乳牛の第 l胃内発酵に関する研究

E 濃厚飼料と乾草との給与比率が第 l胃内低級脂肪酸 (VFA)産生に及ぼす影響

(道立新得畜試) 0和泉康史，大橋向夫

目的

前報VCj:，'"いて，一定量の乾草を給与し，濃厚飼料の給与量を増加した場合の第 1胃内容性状なよび

VFAの変化を経時的K検討したが，本報では，飼料中K占める濃厚飼料量が第1胃内の VFA産性K

どのようま影響をなよほ、すかを，乾草を基礎飼料として検討した。

方法

第 1胃フィステノレを装着したホノレスタイン種成牛 4頭を用い，濃厚飼料と乾草との給与比率が， 0: 

100 ，25 : 7 5 ，50 ~ 5 0 ，75 : 2 5の4処理Kヲいてp それぞれ 18日間の連続試験を実施

した。飼料の総給与量は 8K~ とし，午前 7 時と午後 5 時K半量ずヲ給与した。第 1 胃内容物の採取は，

各期の最終日 K朝の給飼直前b よび給飼後九 2， 4， 6， 8時間目 K行左い， pH， V F A j:，-，.よび

NH3 -Nを測定した。

左j:，"'，各期後半の 1週間は全糞を採取して消化率を求めた。

結果

1) pH値は給飼前が高<，給飼後低下し，その後上昇の傾向を示したが，濃厚飼料の給与比率の

多いほど pH値の低下は著しかった。

一方， VF Aj:，'"よひ:NH3-N濃度はpH値と逆の傾向を示し，濃厚飼料の給与比率の増加とともに増

大した。その結果，濃厚飼料の給与比率と pH値， VF A濃度辛子よびNH3-N濃度との聞に，それぞれ
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-O. 7 3 1 ， + O. 6. 6 .4 ， + O. 7 5 5の相関係数が得られた (pく 0.01 )。

2) 各VFAの含有割合は，酢酸K沿いて，濃厚飼料の給与比率の増加とともK低下し，その傾向

はpH値と同様であった。

濃厚飼料の給与比率と酢酸含量との聞の相関係数は-0.7 6 2 (pく 0.0りであ9，高い相関のあ

るととが示された。

フ。ロピオン酸VCId:濃厚飼料の給与割合Kよる特定の傾向は得られ左かったがF 酪酸， i 80一吉草酸

なよびn一吉草酸は，酢酸と逆の傾向を示し，濃厚飼料が多くなるKヲれて増加の傾向を示した。濃厚

鰍初給与比率と酪酸:， i 8 0一吉草酸台よびn一吉草酸との間Vてはp それぞれ， + O. 8 2 1 ， + O. 7 4 5 ， 

+ O. 8 2 7の相関係数が得られ，密接左関連のあるととが認められた (pく O.0 1 )。

• 18 ホルスタイン種被毛中無機物含量について

l 部位，毛色が被毛中無機物含量に及ぼす影響

• 

(北農試畜産部) 0四十万 谷 吉 郎 ， 岡 本 昌 三 3今泉英太郎

被毛中無機物含量は乳牛への無機物の供給量Kよって変化するととが知られている。さらVC，との含

量はその他の種々の要因Kよっても変化ずるo 今回の試験は毛色p サンフ。ノレ採取部位Kよる被毛中無機

物含量の相違を調べるととを目的とした。

試験方法:

北海道農試飼養のホノレスタイン泌乳牛 6頭から黒毛，他の 6頭から自毛をなのなの首p 肩7 肋，.Jt昆

尻の 5部位よ b採取した。刈b取った被毛を十分K洗浄した後， ' 1 0 0 oC， 2 4時間で乾燥した。1.5 

""-' 2 9の被毛を 55 0 oC， 2 4時間で灰化した後， 6 Nの塩酸 5msを用いてその灰を溶解しy さらに

再蒸溜水で 50msまで稀釈して試料原液としたo F e， Mnは原液を直接VC，Ca， Mg; Zriは 10倍

K稀釈して原子政党分析を行なフたo KとNaは原液を 10倍K稀釈して炎光分析を行なった。

結果

担Ij定無機物の平均被毛中含量は次のと沿bであった。灰分は黒毛1.8 7 %，白毛 0.49 %; C.aは黒

毛 336虫 57 ppm ， 白毛 73 0.9 6"ppm， Mgは黒毛 70.1. 4 3 ppm， 白毛 19 3.2.0 ppm ， 

Znは黒毛 12 5.2 3 ppm， 白毛 11・8.63 ppm， Feは黒毛 148.0 0 ppm， 白毛 78.5 0 ppm 

Mnは黒毛 65.1 5 ppm， 白毛 17..2 6 ppm， Kは黒毛 75 4.9 3 p:pm， 白毛 22 7. -5 3 p p m， 

Naは黒毛 82 3.3 4 ppm， 白毛 43ス96 ppmであった。灰分， Ca， Mg， Fe， Mn， K， .Na， 

の含量は黒毛と白毛の間K有意差が認められたが， Znは両者の間K有意差は認められ左かった。今回

分析した 7種類の無機物のうち，黒毛，白毛とも K最も含量の多かったものは Caで，最も少左かった

ものは Mnであったo灰分は，黒毛で Ca， Mg， Zn， Mn と自毛で C.a， Mg ，. Mnと高い正の相

関を示した。とのうち Ca VCついては黒毛で 0.97 4， 白毛で 0.843と最も高い相関係数を得たo ま
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た， Ca tl黒毛，白毛とも Mg，Mnと， Mgは黒毛で Mn， Na， KとF 白毛で Mnと高い正の相関

を示した。

灰分， Ca， Fe， Mn， Kの含量はサンプノレを採取した部位間で有意差が認められたo灰分は首と

肩以外の部位の間，尻と肩の間， Qaは首と肋の間， F e，は首とその他の部位の間， Mnは首と肩以外

の部位の間，尻と肩の間，尻と肋の間， Kは首と腹の間，肩と腹の間K有意差が認められた。しかし，

その差は毛色聞の差ほど大きいものではなかった。叉F 被毛中無機物含量は毛色，部位を問わず個体K

よる変動が大きかった。

19 高能力牛の飼養法に関する研究

l 高泌乳期における濃厚飼料の給与量が乳量および乳組成に及ぼす影響

(道立新得畜試) 0大橋向夫，和泉康史

目的

乳牛は，高泌乳期!t[:t.，.いて必要養分量を十分摂取でき左い場合が多い。乳牛の養分摂取量を高めるた

め!t[('I， 濃厚飼料の給与量を増加することが 1ヲの方法として考えられるo したがって，本試験はP 乳

量K応じた濃厚飼料の給与が養分摂取量左らびK乳量，乳組成Kどのよう左影響を及ぼすかを検討した

ので報告する。

方法

ホノレスタイン種乳牛 10頭を 5頭ずヲ2群K分け，濃厚飼料を FCMの 1/3辛子よび 1/5を給与す

る2処理Kヲいて，分娩後 14日目よ 916週間Kわたって試験を実施した。組飼料としては，乾草を

体重の 1%， ビートパノレプを 3Kg.給与しp 牧草サイレージは自由採食させた。濃厚飼料の給与量は毎週

補正し， 2週毎K乳サンフ。ノレを採取し乳組成，の測定を行在った。

結果

1 ) 試験期間中の 1日1頭あたb平均乾物摂取量は， 1/3給与群1虫 3Kg.， 1 /5給与群16.5 

Kg.であ9，体重あたbの摂取割合は，それぞれ3.1 0 %， 2.7 5 %であった。

2) 養分摂取量は，全試験期の平均値K沿いて， 1/3給与群が D C P， T D.Nとも K要求量以上

を摂取したが， 1/5給与群ではT.DNが要求量以下であった。

また， 1/3給与群が TDN摂取量にないて要求量を上廻ったのは分娩後 6週目以降であった。

3) 試験期間中の平均乳量は， 1/3給与群の 27.0 Kg.!t[対し， 1 /~給与群が 22.9.Kg. であ，9 ，

両群間K有意差 (pく 0.05)が得られた。しかし， F C Mは1/3給与群2.5. 2 Kg.， 1 / 5給与群

2 1. 5 Kg.であ9.，有意差 (p>u.05)は認められ左かった。

4) 乳組成!t[:t.，.いて，乳脂，無脂固形分辛子よび蛋白質含量とも K両群間K顕著左差は認められなか

った (p>O.05)。また，乳脂むよび蛋白質生産量K沿いても両群間K有意差 (p>O.O5)は得ら
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れ左かった九無脂固形分量で 1/3給与群が有意 (pく 0.05)巳 K高い結果が得られた。

20 高能力牛の飼養法に関する研究

2 言泌乳期における濃厚飼料の給与量が乳牛の血液性状，並びに繁殖性に及ぼす影響

(道立新得畜試)0岸 美司，八田忠雄，工藤卓一

佐野信一，谷口隆

目的

高能力牛K対する濃厚飼料を従来よ bも多給する飼養法が乳牛の健康状態，繁殖性K及ぼす影響を解

明する。

. 方 法:

• 

ホルスタイン種 10頭を 5頭ずつ 2群K分けF 分娩後 14日目よ 916週間，共通組飼料の外K試験

群Kは濃厚資料を FC M 1 /3給与，対照、群KはFCM1/5給与した。障害発生との関連から，分娩

予定前 10日，分娩後 4日， 2， 4， ム 8， 1.2週目(合計 7回)vc採血し，血液の諸性状を調べ

又F 繁殖成績Kついても比較検討した。

結果

E七， Hb，白血球，好酸球" T p， A/G上旬クレアテニジ， G 0 T，総コレステローノレ'，..p， C:~: ， 

Mg， Na， K，値はいずれも群間K有意差は認められ左かったO.~ 尿素窒素は試験開始前，両群共K平

均値虫 7.mff/d.eであったが，開始後，試験群は 8.6 --1 1. 3 mff / d.e ，対照、群は 6.3 --1 o. 2 1n'l / d .e 

で推移し，試験群は有意左増量を示した (pく 0.05)。

分娩から初回発情までの日数，受胎までの日数の群平均は試験群:4 6日， 1 0 2日，対照群:4 2 

日， 1 0 8日であ 9，同様であった。子宮回復との関連で分娩後30日目 K子宮の外口部粘液を調べた

結果，両群共VC3頭の細薗棲息を認めた。

らはをまとめると，繁殖障害Kついては今回の結果のみでは結論づけられ左いがp 乳熱，消化障害，

ノレーメン，肝臓障害等K対する危倶はうすらいだo

21 等間隔搾乳における搾乳時刻と乳量および乳脂率との関係について

(帯広畜大) 新出陽三，佐藤幸吉

目的

等間隔搾乳では朝の乳量が夕よ b多いとされ，一般K搾乳時刻と乳量との聞に何等かの関係があると

されているo しかし， との原因Kついては明らかで左<，またこのよう左関係、が認められ左いという報

告もある。そとで本実d験では， との搾乳時刻と乳量争よび乳脂率の関係を確かめ，その原因Kついて明
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らかKする目的で行在った。

方法

第 1実験はホノレスタイン種4頭を用い，第 1期は.t1G.1牛とJ拓l2牛を 6時と 18時K搾乳" .t1G. 3牛と必

4牛は 0時と 12時K搾乳した。第 E期はこれらの牛の搾乳時刻を交代した。第E実験はホノレスタイン

種4頭を用い， 日時 6時:， 1 2時 1 8時の 1日4回搾乳を行左った。第 I期はJ拓l1牛とJ伝2牛K青

刈生草 40 KSIを午前K給与し，j応l3 牛と必~4 牛Kは午後K給与した。第 E期はとれらの牛の青刈生草給

与時刻を交代した。

結果

1) 1日2回の等間隔搾乳では，搾乳時刻と手l差なよび乳脂率との間K特別左関係が認められ左か

った。 2) 4 0 K~の青刈生草給与時刻と 1 日 4 回の搾乳量との間 Kは特別な関係は認められなかった。

3) 1日4回の搾手同， 6時の乳量が多く F ついで 18時， 0時 1 2時ふたo乳脂率は山 . 

逆の傾向が見られた。搾乳時刻κよる乳量辛子よび乳脂率の差異は主として乳汁排出反応、の強さの違いK

よるものと考えられるo 4) このよう左乳汁排出反応の日周期的左強さの変化Kは個体差が認められた0

5)以上の結果から等間隔搾乳VCjo-，いで，搾乳時亥!JVCよって乳量なよび乳脂率が異なるのは，との搾乳

時亥UVCよる乳汁排出反応の強さの違いK起因することが多いものと考えられる。

，22 乳牛の機械搾乳難易性に関する試験

第3報 搾乳性と搾乳時間との関係について

白的

(道立新得畜試)0塚本

(酪農大)西埜

達，曾根章夫

進

搾乳性として総称される搾乳速度なよび前乳房乳量比と搾乳時間との関係を検討した。

方法:

供試牛は当場繋養の搾乳牛10 9 ~で，初産牛 9 3頭， 2産牛 16頭である。搾乳性り調査は，分娩

後 60--150日の間K連続5日間タ搾乳時K行在った。搾乳は分房搾乳機(アノレファラパノレ製)vcよ

って真空度 34cmHg，毎分の脈動数39回で行なったQ 搾乳手順，調査方法は前報と同様であるo な

な，本報では各分房の乳量バランスが極端VC(ずれた個体は除外した。

結果

搾乳時間と搾乳速度との相関係数はいずれも有意で，それぞれ 2分間乳量%が-O. 9，最高搾乳速度;

台よび平均搾乳速度は-0.64前後の値である。一方，前乳房乳量比率pよび搾乳量との相関係数はそれ

ぞれ 0.02， 0.1 1 %と低く，有意では左い。

最高搾乳速度が2.0 K~/分以下( 1群)， 2. 0 1 ，;.，.，. 3. 0 0 K~ /:分 (II群)， 3. 0 1 --4. 0 0 K~/分
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(III群)， 4. 0 1 ，....， 5. 0 0 K~ /分 (N群)， 5.0 1 Kg./分与し上 (V群)の 5つの群K区分し，それぞれ

最高搾乳速度F 搾乳時聞なよび搾乳量の平均値を算出すると， 1群 1.61 Kg./分， 5.8.7分， 6. 0 0 Kg.， 

E群 2.53 K~/分， 4.2 7仇 6.55 Kg.， III群 3.44 Kg./分， 3.3 4分" 6.8 5 Kg.， N群 4.33 Kg./分F

3. 0 7分， ス21 Kg.， V群5.57 Kg./:分， 2.9 3分， 8.4 9 Kg.と左.l?，搾乳速度の増加Kつれ搾乳時聞

は減少しているO

後乳房と前乳房について，それぞれ 30秒間の乳量が0.1Kg.以下わよるまでK要する時間を測定したとこ

ろF 個体聞のばらつきは大きいが，ほとんどの個体は後乳房の方がその時聞は左がい。

前乳房乳量比ととれらの後乳房と前乳房の搾乳時聞の差との相関係数は-0.3前後で有意であった。

23 フリーストール。バーンにおけるマット及び鋸屑の敷料効果について• (道立新得畜試) 0曾根章夫，塚本

(酪農大)西埜 進

達

目的

• 

マット，鋸屑む敷料としての施用効果を明らかKするため，本報ではフリーストーノレ。パーンの特徴

的左機能K対するポロ処理の難易性，牛の選択性の面から検討した。

方法

マット p 鋸屑，すべわら(対照区)を，利用度が異なる 5列(各列10ストーJレ)vc処理し，予備期

4日をないた 1期 1週間の 3X3ラテン方格法で牛の選択性を調査し，処理どとKポロの拡散性，凍結

性，損耗量を調査した。

結果

1 ) すべわらKは常(rC81%牛が滞在したのK対して，鋸屑はその 1/2，マットは 1/4であっ

た。伏臥したストーノレはすべわらの 71 %(1(対してF 鋸屑は 1/3，マットは 1/5であったo マット

K伏臥した牛は汚染が目立った。

2)舎外放置 10時間後Kなけるポロの凍結深度は， -5
0

Cですべわらの場合が 15m勾鋸屑の場合

が 16.811lJll， マットの場合が 1Z 5f1l111， -1 DOCでは 2477lJll， 2 3. 7 77lJll， 2 4. 5 1l/J!lであった。

ろ) 8，6 0 0 cmのポロ K対する定加圧時の拡散面積は，すべわらの場合の 625cmVC対して鋸屑の

場合は 1.5倍p マットの場合は 1.9倍であった。したがって，通路のポロをトラクターでスクレッピン

グする際Kは3 スクレッパーから取b残されるポロおすべわらの場合よ Dマット，鋸屑の場合K多く

なるととが予測される。

4) 利用されたストーJレの 1日当bの敷料損耗量は，すべわら 1.3匂鋸屑1.1 Kg.で、あった。

以上のことから，マットは牛が好まない，牛体が汚れる， トラクタ-vcよるスクレッピングではポロ

が扱いにくいF 左どが難点としてあげられるO その点，鋸屑はマットよ b難点が少左いが，糞尿中Kか
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左b混入するので，液肥処理方式の場合Kは， とく Kストールの構造，マットと鋸屑の使用効果左どを

検討する必要があるO
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第 会 場

24大ヨークシヤ一種豚の特性に関する調査 試験

I 育成豚の発育と体型について

(道立滝川畜試)0 河部和雄，宮本喜代一，阿部 登

糟谷 泰，安東正史，山田 渥

わが国の大ヨークシャ一種の導入は，明治初期にアメリカから中ヨークシャー，バークシャー左どと

ともに輸入されたのにはじまるが，大型でベーコン型のため，当時のわが国の養豚業の条件K適さず次

第に駆逐されたものと考えられる。近年，雑種強勢の研究が進むととも Kわが国の養豚K対ナる条件も

. 変刻.!?， アりメ リMカ， イ何仲川ギ恥判Iリ山j

• 

昭和45年2月1日現在の全国の各品種別飼養頭数の割合は，雑種 68.4 1ヲ10，ランドレース1ス80

ヲら，中ヨークシャー 8.51 10，大ヨークシャー 2.62 ro，パークシャ-1. 6 510，ハンプジャー o.9 7 

ro，その他0.04 roで，大ヨークシャーは前年度よ b虫 6310の増加が見られた。

大ヨークシャ一種のわが国K骨ける適応性の報告は少左い。われわれは大ヨークシャーの性能を的確

には握し，本道の養豚K砕ける有効的活用の方向を明らかKするととを目的として一連の調査を行左っ

た。

滝川畜試では，昭和42年K道内よ b雄2頭，雌6頭，山梨県よ b雄 2頭，雌 10頭を導入し純粋繁

殖を開始した。さら K昭和 43年Kは静岡県よ b雄2頭，雌2頭導入し， とれら導入種豚なよびその産

子から成績を得，発育長よび体型について，イ由の品種と比較検討した。

ランドレース(L )の体型は流線型を呈し，大ヨークジャー(w)は長方型を呈し，他の品種よ bも

大きく，頭はやや長大，耳は大き〈前方K傾いて立ち，体高K富み，胸は広〈深<，背は長〈胴の伸び

良<，後躯は深〈充実している。

育成豚の発育を雌豚の 12カ月令の体重について比較した場合， w ( 1 8 6. 3 Kg )は L ( 1 8 8.7 K:の

と近似し，ハンプシャー(H)の17 0.4 K9よbやや優れ中ヨークシャー(y )の 15 0.8 K9よb明ら

かK優れていた。

体長Kついては， w ( 1 4 8. 7 cm )は L ( 1 5 2. 8cm)よりやや短いが H( 1 3 8. 5 cm )， Y ( 1 4 0.8 

ー 体長
C勿)よ b明らかK長かった。体高は他の品種よ bやや局(，体長率は(一一x1 0 0 ) 1 9 2. 4 roでL

体高

の20 5. 2 ヲ~Vl:比べ低く明らかに差があった。

胸囲 Kついてw( 1 3 1. 1 c勿)はH ( 1 3 2.7 cm)よh小さいが， L ( 1 2 8. 6 cm) Y ( 1 2 6. 6c勿〉

胸囲
よb大きく，胸囲率(一ーが 100)VCついてWはH，Yよb低<Lよb高かった。

体長

前巾は L，Yよb大きく Hとほぼ同じで，後巾は逆Vl:Lよbも小さく Hとほぼ同じであった。したが

後巾
って後巾率(一一x1 00)はH ( 9 5.1 10)と一致したが L ( 1 0 o. 0拘7よb明らかK劣丸前躯

前巾
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に対して後躯の張り に欠ける体型を示した。 90 K:7到達後の肉豚についての測定値Kついて見ても育成

豚とほぼ同様の傾向を示した。

以上の結果を要約すると発育会よび体型はほぼ L並みだが，体高金よび胸深K富み後巾の張bにやや

タミける。

25大ヨークシヤ一種豚の特性に関する調査試験

E 大ヨークシヤ一種の繁殖能力について

(道立滝川畜試)0 山田 渥，阿部 登，糟谷 泰

安東正史，河部和雄，宮本喜代一

近年，大型品種の飼養頭数が増加し，純粋繁殖ならびに交雑種利用がさかんに行左われているが，大

ヨークシャ -vcついては，まだその特性が十介K明らかにされてい左い。そとで大ヨークシャーの特性

調査の一環として繁殖能力を明らか忙し，その利用性を険討する目的で調査を行まった。

滝川畜試繋養の大ヨークシャー(W)を用い，対照としてランドレース(L )，ハンプシャー(H ) 

中ヨークシャー(y ')を用いた。交配成績は 42年度から 45年度の総ての成績を集計した。分娩晴育

成績，乳頭数，不良形質の発現頻度は， 4 2年度から 45年度 K分娩した 79腹のWについて調査し，

他の品種についても年次なよび産次が出来るだけ等しく左るよう配慮した。調査豚K対する飼養管理は

当場の慣行法K従った。

受胎率(受胎頭数/交配延頭数)は， w5虫7'fo， L 6 6.4 'fo， H 7 0.6 'fo， Y 6 2. 8)70で， WはY

と同程度であったが， LなよびH よりも劣る成績であった。

分娩晴育成績では， 1腹平均産子数は Wが10.6 2頭で， Lの虫 62頭， Hの 8.13頭， Yの虫 95 

頭よ bも比較的多<，死産は 1腹平均O.8 4頭，虚弱は 0.58頭で，他の品種よ bも多い傾向を示したロ

また暗育率は，81.0'foで， Lの 85. 9 'fo， Hの 83. 9 'fo， Yの 84.3%よりも劣る傾向を示した。特

VCWでは 5週令以降，鎗死率が高かった。 7週令時の育成頭数は， Wではス 7.0頭で， Lのス 53頭，

Yのス 42頭とほぼ、同じで， Hの6.2 9頭よ bも優れた傾向を示した。

子豚の発育をみると， Wの生時体重は1.2 9 K(1で， Lの1.4 3 K(1よ bも明らかに小さく， Hの1.3 4 

均工 bやや小さし Yの1.2 6 Kgとほぼ同じであった。 7週令体重はWでは 11. 0 6 Kgで， Lの12.52

K(1よ bも明らかに小さかったが， Hの1O. 1 5 K，仇 Yの虫 70Kgよりも明らかに大きかった。母豚の泌

乳性を示すーっの指標として 3週令総体重を比較すると Wは41. 2 A均で， Lの 43.5 2 Kgとほぼ同じ

で， Hの30.9 3 Kg， Yの35.2 9 K(1よ bも重い傾向を示した。

子豚の乳頭数は， WはL:;j;-"よびY よbもやや少えとし Hよbも多い傾向を示した。

不良形質の発現頻度は， Wでは鎖E工，陰嚢ヘノレニア，隣へノレニア等も認められたが他の品種よ bも多

いという傾向は左かった。また品種の特性を示す不良形質ではLの耳型不良が 5.9'fo， Hの白徴不良が
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1 6.3ヲらであったのに対し， Wではほとんど認められまかった。

以上のようにWの繁殖成績についてみると，受胎率はやや低<，産子数は多いが死産，虚弱頭数がや

や多<，晴育率がやや劣る傾向が認められたが，子豚の発育，母豚の泌乳性は優れ，総体的にはほぼL

並の大型品種の特性を示したが，やや体質K問題があろう。

26大ヨ ー ク シ ヤ一種豚の特性に関する調査試験

E 大ヨークシヤ一種の産肉性について

(道立滝川畜試)0阿部

山田

登，安東正史，糖谷 泰

渥，所 和 暢

• 滝川畜試v<:i，">いては 42年以降数次陀わた b大ヨークシャー(W)の導入を行左い生産業務を開始す

るとともV<:，本道v<:i，">ける今後の活用の方向を明らかにする目的で一連の調査を実施した。発育体型(

第 1報)，繁殖性(第 2報)ととも VC，最終生産物である肉生産K関する特性Kついては， 4 2年5腹

4 3年 7腹， 4 4年8腹， 4 5年少腹，計27腹からの生産子豚(原則として 1腹から去勢 2頭，雌2

頭) 1 0 6頭(去勢55頭，雌 51頭)を用い，主としてランドレース(L ) ，一部ハンプシャー

( H) ~i" よび中ヨークシャー (Y) を対照して比較調査を行左ったのでその概要を報告する。

調査は豚産肉能力検定と全く同ーの方法で実施し，各個体毎K生体重 20 Kgで‘開始し， 9 0 K9で終了

した。調査豚は 3.24 mB 

( 9尺X4尺)の豚房K単飼い飼料は検定飼料をW，L， HV<:はLの給与基

準で， y V<:はY基準で給与した。 90 K9到達後 1週間以内K全頭湯はぎ法によって屠殺し，屠体形質に

ついての調査を行まった。全た， W， L， H については各半数の枝肉を簡易法Kょb赤肉，脂肪，骨K

分離し，枝肉組成の測定を行在った。

1) 2 0 K9時日令は 76日， 9 0 K9日令は 18 1日で，との聞の 1日平均増体量は 667f}， 飼料要求

率は 3.4 4であ 9，Lよbやや劣9Hよりやや優れている傾向はみられているが大差は左<， yよb

は明らかに優れている。

2) と肉歩留bは7t 7 roでYよb明らかK低いが， Li，">よびHとは全く差がない。 屠体の長さは屠

体長 (94cm)，背腰長JI(69cm)ともに百軒よびYよbは明らかK長いがLよbは短かく，屠体

巾(3 3. 2cm)はとれとは逆V<:H沿よびYよbは狭<Lよbは明らかに広い。ロース断面積(1 6.9 

cnl)はLなよびHと同等であるがYよbは小さ<，ハムの割合(3 2.3 ro)はLと同じでH長よびY

よbは優れているo 背脂肪の厚さは肩，背，腰の3部位平均が 2.87 cmでYよbは薄いがLi，">よびH

よbは厚(，逆に腹脂肪(2.1 3 cm)はYと同等で Li，">よびHよbは薄い。

3)枝肉組成の割合についてみると，赤肉 58.0 10，脂肪 30.610，骨 10.4 roで， L とほぼ同等でE

よb赤肉がやや少左〈脂肪がやや多い傾向がみられたが，その差は有意まものではまかった。

以上のよう K大ヨークシャーは屠体の長さがやや短かく，背脂肪がやや厚<，ハムの厚みに欠けるが，

• 
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屠体の張_b，ハムの長さ広さに富み，腹脂肪は薄<，総体的Kはランドレースとほぼ同等の高い産肉性を

を有する品種であると考えられるo

27肉豚における穀実サイレージ(麦類)の利用性

第 l報麦の種類による消化率の差異

(道立滝川畜試)0 吉本 正，米田裕紀，所 和暢

宮 川 浩輝，杉本亘之

近年，麦類，とうもろとし左どの家畜への利用形態として，収穫後，乾燥工程を省いて直ちにサイレ

ージとして調製利用する方法が検討されている。との方法は畑作物の新しい利用法，収穫調製の省力化，

自給飼料の高度利用の面から有効左方法であるほえられるo 滝川畜試忙ないては，従来，バレイ γ • 

ョを自給飼料として刺用して来たが，とれに代わるものとして麦の穀実サイレージを積極的に利用する

方法を中食言す目している。演者らは， とれについて，一連の試験を実施しているが，本報告では，豚Kとれ

を利用する場合，先ず麦の種類lJljltC消化率を測定し，真の栄養価値を判定するととも ltC， 豚にもっとも

効率的K利用される種類を選定するため検討を行在ったので、その結果を報告する。

試験K用いた麦類は，大麦(春星)，小麦(北栄)，エンバク(前進)の 5種類であ_b~いづれも水

分含量が約35!foのとき Kコンパインで刈b取_b，小型のビニーノレサイロ(約 80Kg入〉に詰め，脱気

し密封して貯蔵したものを給興時K粉砕して供試した。貯蔵期間中の発酵温度は 21--24
0

Cであ_b，

徴アルコーノレ臭のある良好左製品であった口

供試豚は体重 60 -.， 7 0 Kcのランドレース種6頭を用い， 1頭づっ単飼豚房K入れ， :1日5固定量給

餌を行まった。供試飼料は，基磯飼料として産肉能力検定後期用飼料を用い，あらかじめ基磯飼料の消

化率を測定した後，とれを 60 ~もと穀実サイレージ 4010C 風乾物換算〉を混合して給与し，その消化

率を測定した。消化試験は酸化クローム法を用いて行在った。

その結果，次のよう左消化率を得た。蛋白賃Kヲいては，小麦，大麦，エンバクのj願ltC6虫910， 

7 o. 0仇 7 8.2 'jらであ_b，エンバクがもっともよし大麦，小麦は近似した値であった。

脂肪Kついては 32.510， 4 1. 0持， 7 Z 7ヲらであり，エンバクの消化率がきわめてよかった。

繊維については個体聞のタフレタが大きく，さらに検討中であるo

可溶無窒素物については76.410; ，7 1. 4 10， 5 Z 8ヲらであ_b，小麦がもっともよく，エンバクほ低い

値であった。さらにとの消化率を基にして，それぞれの麦の可消化養分量を算定したのでその結果を報

告する。
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28肉豚 に お け る穀実サイレージ(麦類)の利用性

第2報 穀実サイレージ給与による肥育効果

(道立滝川畜試) 0米 田 裕紀，吉本 正，所 和暢

宮川浩輝，杉本亘之

消化試験と併行して，穀実サイ Vージの肥育効果を検討するため，飼養試験を行左った。

試験方法

ランドレース種 5腹 24頭を用い， 1区 6頭(3頭群飼〉で， -4区分した。試験期聞は体重 20 '" 

9 0 K9で， 9 0 K9V<:到達したものを順次，と殺解体し， と体成績なよび肉質を検討した。給与飼料は対

照区Kは検定用飼料単一，大麦区Kは検定用飼料 70%+大麦サイレージ 30 '10~ 小麦区Kは検定用飼

. 料 7，010+小野イレージ 30仇えん麦区Kは検定用飼料 70 '10+えん麦サイレージ30 '10給与したo

給与量は風乾物換算で豚産肉能力検定のランドレース種基準で行左った。

• 

試験結果

1 )体重20'" 9 0 K9所要日数は対照区 109日，大麦区 10 7 B.，小麦区 10 3日，えん麦区12 5 

日であった。

2) 1日平均増体量は対照、区 651 f}， 大麦区 659f}， 小麦区 685f}， えん麦区 56 7 f}であった0

3)飼料要求率は対照区3.52，大麦区3.6 1 ，小麦区 3.36，えん麦区4.1 2であった。

4)背脂肪層の平均は対照、区 3.07 cm，大麦区 2.96c句小麦区 2.99cm，えん麦区2.87 cmであった。

穀実サイレージを 30%代替給与しでも残食はまく，肉豚に対する噌好性は良好であった。えん麦の

肥育効果は低かったがとれは，えん麦の栄養価値が大麦，小麦に比べて低いととによるものであ.b，え

ん麦の利用性が不良まためでは左い。したがって，今後， とれを肉豚K利用する場合には栄養価の補正

を行まうととが必要であろう。

29肉豚における穀実サイレージ(麦類)の利用性

第3報調製法の差異による肥育効果

(道立滝川畜試)，0宮川浩輝，吉本 正，米田裕紀

所 和暢，杉本亘之

穀実サイレージ(麦類〉の肉豚K対する利用性を検討した結果，麦の種類として，大麦，小麦むよび

えん麦のいづれも十分利用出来るととを確認した口しかし，給与時K行左う穀実サイレージの粉砕処理

にはか左 bの栄力を要したので，本試験はとの処理の省力化を目的として，粒状なよび圧べん穀実サイ

レージ給与について検討した。

試験方法

-35-



供試豚はランドレース種 6腹 24頭を用い，試験区分は，対照区，粒状区，圧べん区辛子よび粉砕区の

4区とした。対照区は配合飼料だけを給与し，他の 5区は配合飼料の 3010 (風乾物比〉を小麦穀実サ

イレージで代替して給与した。飼料の給与量は豚産肉能力検定ランドレース種基準陀したがった。試験

は生体重 20 K9で開始し， 9 0 K9で‘と殺して，発育，飼料要求率，枝肉形質等について調査した。

試験成績

1 ')発育Kついては試験所懐日数， 1日平均増体量ともに穀実サイレージを給与した区は対照区K比べ

てやや劣っていたが，処理方法陀よる差はまかった。

2)飼料要求率Ve:::Jo-，いては試験区間K有意左差は左<，穀実サイレージの処理方法による差も認められ

左かった。

3)枝肉形質Kついては，全体陀試験区聞に有意左差は左かったが，腹脂肪の厚きでは対照区に比べて

他の 3区はいづれもやや厚い傾向を示し，ロース部の赤肉と脂肪の比率でも脂肪の割合が高かった。

与しとの結果，穀実サイレージ(麦類〉を肉豚肥育用飼料として用いる場合には，粉砕または圧ぺん等

の処理を省いて粒状のまま給与しでも十分利用出来ると考えられた。

30 肉豚に対する廃液添加澱粉粕の利用性

第3報 その利用割合と油脂添加による栄養補正効果

(道立滝川畜試)所 和暢，吉本 正

米田裕紀，宮川浩輝

澱粉粕に廃液を添加して生産された，いわゆるポテト・ミ-)レの豚K対する利用性については，先の

本学会でその化学組成と消化率，なよび 3010混合給与による肥育効果について報告した。

今回は， 2 0 10， 3 010混合した場合Ve::;t""とる相対的左カロリー低下による発育遅延を改善するため

に，動物性泊脂を添加して，その脂育効果を検討したので報告する。

試験方法

区分は，豚能力検定飼料にポテト・ミーノレ合よび油脂をそれぞれ 30 10， 310混合した 3010補正区

同様に 2010， 210混合した 2010補正区，ポテト・ミーノレを 2010混合しただけの 2010無補正区，

bよび検定飼料の単一給与による対照区の 4区制であるo 供試豚はランドレース種豚で，各区V'e6頭を

割b当て 2群K介けて群飼育した。試験期聞は体重約 20 K9"" 9 0 K9で，ヲ oKq到達で‘と殺解体した。

給与量は豚産肉能力検定のランドレース種基準にしたがった。

試験結果

1. 一日平均増体量は対照区が最も良<， 6389で，次いで 20%補正区 6039， 20%無補正区

5 9 1 9であj?， 30%補正区は 5689で最も悪かった。

2. 飼料要求率は，一日平均増体量と同様の傾向でF 対照区 3.80， 2 0 %補正区 3.少し 20%無補

正区 3.96， 3 0 %補正区 4.19であった。
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3. と体成績は， ポテト・ミーノレ20 <<fo無補正区の背脂肪の厚きが他区K比べてやや薄かったほかは

各区共K差は認められまかった。

4. 飼料の採食状況Kついては，完全採食に要する時間がやや長い傾向は認められたが，残食はいづれ

の区 VC ;j;~いても認められ左かった。

31豚枝肉組成の簡易推定法に関する試験

E ロース最後部位2節を用いた場合の比重による枝肉組成の推定について

(道立滝川畜試;)0安 東 正 史 ， 阿 部 登，棺谷 泰，山田 渥

目的:

. 豚駒の校糊肉蹴を硝失知日る以ととは暗屠体慨形質貯K関尉する鴻能力を柾正確献K推臨定す怜るう伐えで岱重要肘であ抗るo しMω治か為

• 

一般的K枝肉を直接分離するととは非常K困難左ととであるo

我々は先の第 26回本大会K沿いて，豚枝肉を間接的K知る方法のーっとして比重を用いた場合につ

いて検討し，枝肉組成と比重との聞に密接左関連のあるととから，半屠体または大割肉片の比重を用い

て枝肉組成を推定するととの可能性を報告したD

そとで今回は，ロース最後部位2節を用い，比重と枝肉組成の関連企よび比重による推定の正確性に

ついて検討したので報告する。

方法:

供試豚は 19 7 0年春bよび秋K生産されたランドレース種去勢 69頭骨よび雌 74頭，合計 14 3:-

頭で何れも 90 K9到達後 1週間以内K屠殺した。

一屠体は 24時間放冷後 4分割し，さらKロース最後部位2節をロースから分割した。

ロース最後部位2節の比重は，空気中の重量(最小 1r; ) ，水中の重量(最小 0.01 r;);j;~ よび水温

( 40CVC温度補正)から算出した。その後ただちにロース最後部位2節をできるだけ精密に赤肉，脂肪，

骨，皮金よびその他に分離した口

結果:

ロース最後部位2節の比重は雌が去勢より大きい値を示した。また赤肉割合は雌が去勢ょ b平均4.8

%多く，脂肪割合は逆比約5.7<<fo少左い値を示じた。

骨会よび皮割合は雌が去勢よりやや大きい傾向を示した。

比重と赤肉割合の相関係数は比重と脂肪割合の相関係数よ b小さい値を示し，雌は去勢よ bやや低い

相関係数を示した。

赤肉/脂肪率沿よび赤肉+骨割合と比重との相関係数は，去勢会よび雌とも極めて高〈有意ある値を

示した。

比重の明らか左枝肉組成について，全体の比重と枝肉組成割合の相関係数は極めて高い値を示し，比
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重Kよる測定の正確性を示唆した。

ロース最後部位2節に沿ける各校肉組成の比重Kついて，赤肉は(内腰筋)1.0646:;]0-'よび(背最

長筋)1. 0 6 8 3，骨は1.2 7 4'.4，皮は1.1 0 1 7，脂肪は(背脂肪)0.9 5 2 5 :;]0-'よび(内臓脂肪〕

0.9 3 4 3であった。在最とれらの比重は性間K差異を示さ左かった。

以上の結果，比重Kよる赤肉割合の推定は，骨割合金よび皮割合等の影響により困難と考えられるが

脂肪割合の推定Kは，背脂肪厚による枝肉の評価方法よ bもはるか陀効率的かつ正確であ b有効と考え

られるo

32 A 養豚場における疾病発生の状況と肥育成績

(旭 ) 11 市)0波 岸 裕 光 ， 杉 本 修

(道立滝川畜試〉寵田勝基j更科孝夫，米道裕禰，所 和暢

米田裕紀，吉本 正，佐藤和男

目的:

養豚K長ける飼養規模は益々拡大する傾向Kあるが，規模の大きさに伴在って必ずしもその生産性が

向上せず』、かえって肉豚の発育遅延や事故損耗の増加左どによって生産性の低下している例も少左〈左

ぃ。とのよう左現状から演者らは，大規模左養豚場Kなける肉豚の肥育成績の実態と各種疾病の発生状

況を知.!?，肉豚の生産K及ぼす疾病の影響を明らかにするためt1::，ー専業養豚場を対象K実態調査を行

まったム

方法:

肉豚 700頭を飼育する豚舎K沿いて，.市場を通じて導入された子豚11 7頭を対象として，肥育成

績左らびK疾病の発生状況を調査した。調査期聞は夏期(4 5年少月開始〉と冬期(4 6年 1月開始〉

、の 2回で，導入から出荷までの約 4カ月間であるo

肥育成績は，肥育日数，増体量全よび群どとの飼来十要求率左どKづいて調査した。出荷前K鎗死した

ものは病理解音1jt1::よってその原因を調査した。伝染性萎縮性鼻炎(A R)は，鼻粘膜の細菌培養と，と

殺時の鼻甲介骨の萎縮の検査によって診断した。豚流行性肺炎(S E P )は主としてと殺時の肺の肉眼

的病変K よって診断したが，一部は My~oplasma hyponeumoniaet1::対する凝集反応b よび肺

の病理組織学的検査を行左った。

結果:

導入時よ_b1カ月聞の飼料要求率は夏期3.36なよび冬期 3.72であった。出荷までの平均日増体量は

は48 4.4 g，出荷日令は 20虫3日で発育の遅れが指摘された。また肥育日数の長いほど出荷時体重

長よび増体量は低い傾向があった。

出荷までの期間t1::9頭(ス 6'10)が舞死した。原因としては，化膿性肺炎，腹膜炎なよび出血性腸炎
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左どがあげられるが， とれら疾患KはH尾かじり H による二次感染の影響も重視された。一部には豚赤

痢様疾患の発生も認められた。 ARは導入時の培養検査で 21.3%から A1 c a l.i g e Ii e s 

b r on c h i s e p七icus が分離され，すでに導入時高率に汚染されているととが明らかであった。と

殺時の検査では， 6:s.1 %1rC甲介骨の萎縮が観察された。 SE Pはと殺時の肺の所見から 93.6%が陽

性であ.l?，凝集反応、でも 48/51例 9 4.1 %に抗体が証明された。また SE PとARの両方の病変

を有するものは 64.2%に認められた。

以上のように，調査豚群は SE P;t.，.工びAR左どの疾病忙よって高度K汚染されているととが明らか

であり，とれら疾病が豚の発育遅延C大きを原因と左っているととが示唆されたり

33無血去勢(ボールマツシヤ一法)豚の腹腔内播種精巣の所見

(酪農大〉阿部光雄， 0岩佐憲二

最近，と場K搬入される豚の中で，無血去勢による去勢豚がみられる。との場合l 精巣がじばじば腹

腔内の衆膜K播種されているものに遭遇する。とのようま播種精巣Kついてはとれまで，宮沢ら

( 1969) ，野口ら (1969)，鈴木ら (1970)VC よって報告されているの~， とれらの報告で

は組織学的所見が十分では左いように思われる。

演者らはとの不備を補左う目的で今回， 2例の播種精巣を主とじて，とれと挫滅精巣及び陰宰等を比

較観察して，些か興味ある所見を得たので報告するo

材料は法の如くホノレマリン固定後iパラフィン切片を作成，ヘマドキシリンーエオジン染色， P A S 

反応，アザン染色，また凍結切片によるズダンN染色等を施とし，観察した。

肉眼的所見

1 )付着部位は概ね，鈴木らの報告と同様であったが，特K胃及び腸管の衆膜面Kは認められず，また

肺への転移はみられ左かったロ

2)大きさは種々で，最大のものでχ8x 2.5 x 1. 5 C的最小のもので O.1 x O. 1 x U 1 C1ltで，特K大

網で大きいものや数も多かった。

3)播種精巣は淡黄色，不整球形，結節状を呈し，大き左ものでは表面K血管の分布が豊富であった。

組織学的所見

1 )間細胞は大，中，小精巣でほぼ、同じよう K発達していた。間細胞には2種類のものを認めた。即ち

大型で核が明るし 1 --2個の核小体を有し，原形質が淡赤色(H.' E染色)1rC染まる多角形の細胞

と，小型で核が暗調，輪郭不規則ま像を呈し，原形質が比較的 Eos i n !rC好染する細胞とである。両

者Kは移行型と思われる像もしばしばみられた。

2)精細管は大，中，小すべて明らかま基底膜Kよって取固まれ，内腔Kは肥大した Se t七oli 細胞

が一層その核を基底膜K接してー列K配列していた。 Ser七oli 細胞Kは大小の脂肪滴が豊富Kみ
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られ，特K大型の脂肪滴のために核が変形しているものもみられた。精細胞の発達は区々で，小型のもの

では全くみられなかったが，中等大から大きいものKなるにヲれ精母細胞までの分化がみられるものも

あった。しかしF 精子の形成はいずれの精細管にも認められなかったo また，大きいもので直精細管が

みられたものもあった。小型の精巣を除き，精細管中Kしばしば粘液様物質がみられたo

3)間質の血管は小，中，大と大き〈在る陀つれて発達する傾向があった。

4)陰章では Ser七oli 細胞の脂肪滴は播種精巣組織に比して小さ(，精娘細胞までの分化は認めら

れたが，精子の形成は左かった。

5)挫滅精巣では精子形成のある場所と左い場所とが混在していた。

34馬における排卵同期化の可能性について

(北大農 )小 栗紀 彦， 0堤 義雄

我々 は現在馬v<:j;，-.ける受精卵の移植Kついて検討してj;，-.t，"Rowsonら(1949)V<:よって開発

された牛用の 3way式採卵器を馬用K改良した器具で子宮洗j僚による馬からの採卵が可能であるとと

を確認すると共V<:，馬受精卵の頚管を通しての移植を試みている。しかし，子畜の生産にまでは至って

いまい。

受精卵移植を成功させるためKは卵子提供母畜 (donor)と受け入れ雌畜 (recipien七〉 の排卵

時期の同調，移植陀用いる卵子の発育程度，移植部位等の条件を整え左ければ左ら左い。特K受精卵を

採取した時の状態で長〈保存する方法が開発され左い限bは， donorとrecipien七との排卵時期"

が一致するように調整するととが必要と左るo 排卵期の調整は種々の目的K用いられるために，家畜や

その他の動物で多ぐの研究が行まわれているが，馬v<:j;，-.けるとの種の報告はほとんどまい。一般に排卵

期の調整には黄体ホノレモン剤及び、非ステロイド剤の me七hallibureを投与して予定排卵を遅らせる

方法，黄体期K機能的ま黄体を除去して次回排卵を早める方法左どが行なわれているo しかし，馬では

他動物K比べてホノレモン剤K対する感受性が低(，その上黄体除去が困難であるので，排卵時期を人為

的K制御するためには異った方法を開発し左ければ左らまいと考えられる。

我々は排卵後 5-1 2日自に受精卵の採取を目的とし， 3 0. 'Co濯流液を頚管を通して子宮K充満さ

せた後，直腸側の手で子宮をもみ左がら液を回収した。との操作は濯流液 1.5sで約 5日分Kわたって

行まわれた。

北海道和種の成雌馬 18頭の正常性周期57例の範囲は 17 -2 6日であ t，平均は 21. 1 2士0..41

( S. E)日であった。排卵後 5-8日自に子宮洗糠を行左った 47例の性周期は範囲 14 -2 6日，

平均値18. 1 1士0..40. ( S. E)日と左 t，正常周期との平和の差 3.0. 1日は0..1%水準で有意であ

るo 左b排卵後 9-1 2日自に洗首長を行なった5例では範囲 2.0..-3 5日，平均 26. 0. 0.土 2.32 ( S 

E )で正常周期との差4.8 8日は 1%水準で有意である。また排卵後 5-8日目洗糠した場合との差
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ス89日は 0.1%水準で司有意であるo す左わち，馬で黄体が完成されると言われている排卵後9日目を

境にそれ以前の刺激は排卵期を早め，それ以後の刺激は遅延さぜると言える。 Day( 1 9 5 7 )は馬で

子宮内K微温湯を注入して発情及び排卵を促進させられると報告して:l>"..b， ムr七hur( 1 9 7 0 )は排卵後

卵後5-9日K生食水を注入した馬では平均 3.8日予定ょ b早〈発d情が起ったと述べているo

以上ょ..b，馬Kないて排卵後 5-8日自に体温程度の生食水で子宮洗燃を行まうととは排卵時期を人

為的K早める有効左手段と考えられる。

左:l>"，予定よ b早〈排卵した卵子の内採取された受精卵はすべて形態的K正常であった。

35めん羊の豆稗とビートトップによる飼養試験

(道立滝川畜試)0平山秀介，杉本 E 之，近藤知彦

めん羊飼養C一般的形態は，放牧を主体とした草中心の飼養であ..b，道内K恥けるとれからの「羊飼

い」もまた草地をバックK展開するものと考えられる。しかし左がら一方K沿いて，十勝争よび網走地

方の畑作地帯VC:l>'"いては，圃場副産物である豆稗とビートトップKよる飼養形態が考えられ，事実一部

VC:l>"いて豆稗主体Kよる飼養が行左われているロ

そとで成雌羊(責任娠羊)を用いて，小豆梓とビートトップの組合せKよる冬期飼養について検討した。

左:l>"，小豆梓の消化率は既存の成績が少左(，まためん羊K給与した場合，採食率左どによってか左

bの相異があるものと考えられたので，去勢羊を用いて消化試験を行まった。

1. 小豆稗の消化率

明5才去勢羊5頭を用い小豆稗単味給与で常法Kしたがい測定した。

給与量(1日1頭当 ..b).1.400fJvc対してbよそ 70%が採食された。消化率は乾物 53.2%，粗

蛋白質 23.4 %，組脂肪 26. 6 %， N F E 6 1. 7 %，粗繊維 54.1%でった。

とれは，農林省畜試特別報告A.3VC集録されている成績とか左タ異在っていた。

2. 成雌羊による飼養試験

サフォーク種辛子よびコリデーノレ種，各 10頭を用い，品種別dvc区分し，区毎K群飼した。

試験期聞は 12月1日から 5月31日までのヰカ月間で， 1日1頭当b小豆稗2Kqとビートトップ 5

Kqを給与した。補助飼料としては，米ヌカ 20 0 fJを分娩予定日前 45日前(1月19日)よ b給与し

た。志会ビートトップは 12月中は生の形で， 1月以降はすイレージK調製したものを給与した。

1 )供試めん羊の試験全期の増体量は，平均 11. 7 Kq 1日当b増体量は 14 0 fJであb正常に増体し

た。

2)子羊の生時体重はコリデール種で雄 4.3K!{，雌 3.7Kq，サフォーク種，雄42 Kq，雌2.8Kqであっ

た。

3)飼料摂取量(1日1頭当..b)は，小豆稗1.4 Kq(給与量2.0K!{の70%採食)， ビートトップ 3.0
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K9 ( 1 0 0 %採食〕であった。

4)養分摂取量は，姫娠前期(介娩前4......， 6週間以前まで )DCP629，TDN9309-9909 

姫娠後期KはDC P 8 0 9， T D N 1， 0 5 0 9 - 1， 0 9 0 9で，モリソンの飼養標準範囲以上の養分を

摂取しておゆ，正常在増体なよび繁殖を行左いえたととを裏ずけた

以上のととから，小豆稗とビートトップKよる成雌羊(姫娠羊)の冬期飼養が可能左ととが確認でき

た。

36無窓ケージ鶏舎(排気式)の環境調査に ついて

(上川農試) 0丹代建男

(北見地区農業改良普及所) 斉藤 安正

(訓子府町農 協) 松本茂治

目的:

無窓クージ鶏舎の第 3種換気法による初冬時の環境を知るために調査を行左った。

調査方法:

との調査は， 4 5年 11月陀行在った。換気は東壁面K大小交互に設けられた換気扇11台によった。

換気量は 32. 2 3 0 rrt /h r，換気回数は2ス5回/hrあ9，気容積は 1.174rrtであった。

測定器具は，気温(サミスター温度計)・風速(サミスター風速計)，炭酸ガス(北川式ガス探知器〉

換気論道(ミツノレ式漏風試験器〉・換気量(ピラム風速計)~ょった。

結果:

1. 気温舎内平均気温は 17. 1 .Cであった。床面から天井K向い高〈左 9，床上と天井の差は1.2 .C 

であった。入気口側と排気口側の通路の気温差は，排気口側が O.3.C高かった。

2. 風速入気口部が 0.43 m/s e cで最も強(，ついで西壁面の床上 0.8m位置(クージ上面の高さ〉

は 0.40ηVsecであ 9，排気口側通路の床上0.8mでは 0.30 m/s e cであった。各通路では排気口

側通路(東面)・入気口側通路(西面〉・中央通路の順K弱くな9，特K中央通路は 0.03 m/secで最

も弱かった。全平均では 0.06 5η〆secで，無窓、鶏舎の風速としては弱かった。

3. 炭酸ガス 床上 0.8mの通路での全平均は 46 PPMであった。入気口K接ナる西面通路が高(( 

56PPM) ・ついで中央通路(44PPM)・東面通路 (39PPM)のJI買にな 9，換気扇のないととろは

あるところよりもわずかK高かった程度である。

4. 換気輪道 換気扇と入気口を結ぶ線の断面と，両換気扇の中間部と入気口を結ぶ、線の断面の換気輪

道は，ほほ同様左様相を示いたが，換気扇の左いととろではわずかK停滞するよう K観察された。

5. 換気量 1羽当た.り 0.11 8η乙/minで初冬時としては適当であった。

とれらの調査結果から考察すると，舎内空気の撹枠装置の新設，換気扇の増加，入気口巾の調整まど
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によって，風速を多少早める必要があるロ

37鶏腔の呼吸量に関する研究

1.主lこC02呼出量の測定手段について
う|モう~

(北大農，酪農大〉八戸芳夫， 0市川

中島武彦，須磨

舜，清水

隆，本田

弘

彰

鶏の経済形質K関する育種K際しての選抜の一指標として，。惇卵中の呼吸量の推移がどの程度の意義

を有するかKついて現在検討中であ.l?，特trcy障化後の発育等との関連Kついて検索している。

今回は鶏Jffの 002 呼出量の測定手段と，併せて勝卵開始時よ.l?Yj障化K至る 002 呼出量の消長 K

. ついて報告する。

• 

測定装置の製作Kあたっては， より大きい 002:量が得られ，真の値Kょb近いととから，また測定

に際して鶏Jffの機能K障害を興え左い左どの点から，密閉式Kよらずに通気式をとった。装置の製作に

あたって特K留意した点、は，同時K多くの卵の夫々について測定が可能であるととと，どの卵室にも一

定量の空気を斉-vc，しかも正確K通気できるようにするととであった。

今回は試作として卵10クを 1ク宛同時に測定しうるものとし，その各々 K一定通気量が金<.l?込ま

れるようにするための 4つの通気量調整手段を金b込んた。

通気量は匪の発育段階を考慮して調節されるのが望ましいが，種々検討の結果，各卵室当.l?1分間

6 0 c c とし，その正確左流量Kついては石鹸膜流量計を作成して測定した。

002 呼出量は 002mg-/e gg/hr並VCOO2mVU/hrで示したが，何れも傾向としては府卵開始後

7日目頃から急激に上昇し， 1 6日目頃から上昇がいちじるしく緩慢K左.l?，全体的には S字状の経過

をとるo 左な，その間， 2日目と 6日自に 002 呼出量がー且低下するものが多い。叉， 2 1日目よ b

もF附ヒのなぐれるもの，発育を中止するもの及び死ども bをま?とすもの左どの材料Kついても 002 呼

出量の経過Kついて検討した。

38マレツク氏病感受鶏と寒天ゲル内沈降抗体

(道立滝川畜試〉

〈家畜衛試〉

田 村千秋，米道裕禰，龍田勝基

湯浅 裏

マレック氏病に対する感受性の高い系統を用い，同病K対する抵抗性と寒天グノレ内沈降抗体価K関す

る若干の調査を行ったので報告する。

滝川畜試に繋養するホワイトレグホン種B系統と S系統はマレック氏病K対する抵抗性が弱い傾向K
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あった。 19 6 9年府化鶏Kマレック氏病が大発生した時，両系統のほぼ80%近くが舞死または淘汰

された。とれら病鶏は肉眼的陀内臓と神経の病変から病性を確認し，その一部は組織的検索も行った0

1 9 7 0年 5月，両系統の生存鶏を，それぞれ，全兄弟の生存率によ.!?3つのグノレープK分け，、系統間

交配を行い次代(1 970年婚化鶏)を残した。 1区は比較的生存率が高(， 3区は比較的低<， 2区

はその中聞のグノレーフ。である。 19 7 0年府化鶏の生存率は，混飼育雛されたにもかかわらず， 1区

( 8虫 6%)， 2区(9 4.4 %)と 3区(5 0.6% )の聞に顕著左差異を示して長.!?，遺伝的抵抗性の

差と考えられた。

寒天グノレ内沈降反応は， 2 8 0日齢K生存した鶏の血清を用い，原血清からj慣に 2倍稀釈をほどとし，

3 2 倍までを設定~ 36
0

C24時間後K抗体価の判定を行左った。抗;原の作成Ir::tChu bbら(1 9 6 8 

年〉の方法K従った。す左わち病鶏の腎組織培養で CPEが確認された培養上清を濃縮させたものであ

るo . • 

結果

1 )沈降反応陽性率は 1区 8虫6%~ .2区 93.1 %， 3区ヲス 1%で，舞死の多かった 5区がもっとも

高かった。

2)反応の程度は， 4倍， 8 倍~ 3 2倍以上のものが多かった。抗体価の分布は各区間で明らかま傾向

を示さ左かった。

3)父親別の反応陽性率は， 7 6. 9 '" 1 0 0 %と変異があ.!?，舞死率とはわずかに正比例の傾向を有し

ていた。

4)父親別の抗体価で，特徴的在分布を示すものが少数例認められた。

以上の寒天グノレ内沈降反応、の結果から，成鶏時K於ける寒天グノレ内沈降抗体価とマノレック氏病K対す

る遺伝的抵抗性との関係はほとんど無いものと推測される。

39スチール製気密サイロによるサイレージの調製について

目的:

(北大農)0大久保正彦，幾野良夫，吉田

朝日田康司，広瀬可恒

正

近年良質左低水分サイレージ調整のためスチーノレ製気密サイロが注目され，各地K導入されつつある。

北大府属農場Kも昭和 43年ステーノレ製気密サイロが設置されたが，その後 5年間のサイレージ調製状

況を明らかにするため調査を行った。

方法:

設置されたサイロは，米国A 0 Smi七h社製ノ、ーベストア 2基で，昭和 43年度には1-0月Kデ

ントコーンを， 4 4， 4 5年度比は 6月K牧草を， 1 0月Kデントコーンをつめとんだ。牧草サイレー
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ジは 7月から 10月，デントコーンサイレージは 10月から翌年4月Kかけて取bだし，搾乳牛なよび

育成牛K給与し九原料Kついては一般成分を，サイレージについては一般成分， pH，有機酸組成を調

べ，まためん羊を用いて消化試験を実施した。

結果:

牧草サイレージ ①原料草のつめとみ時乾物は， 4 4年 44%， 4 5年40%と目標よ bやや低(，

サイレージの乾物は， 4 4年42 %， 4 5年 34%とさらに低かった。②サイレージの pHは， 44年

5. 0ム 45年5.2 0でか左b高(，有機酸組成Kついてみると， 4 4年は原物中乳酸2.42%，酢酸

o.、35%，酪酸 0.15 %で品質は良好であったが， 4 5年は乳酸1.7 5.%，酢酸0.51%，酪酸1.1 9 

%とか左b酪酸が多かった。③TDN， DCPは， 4 4年で原物中 25.2， 3.9，乾物中 58.2， 8.8 

4 5年で原物中 18.5， 2.8，乾物中 54.0， 8.1であった。④カピ，浸出液による損失はまったく左

. かったe⑤サイトジの食いとみは，きわめて良好であったo ⑥45年のと(!<<:後半VL:，きわめて pH

の高い，酪酸の多いサイレージが取bだされたが，とれはサイロの容量に対してつめとみ量が充分でま

しサイロ上部に空間が残ったため，気密サイロであるKもかかわらず空気との接触が多かったとと，

つめとみ原料の水分が高かったとと左どと関連するものと思われるo しかし酪酸含量が高いととから，

ただちに品質が不良であると評価することには問題が残ると思われる。

• 

デントコーンサイレージ，①デントコーンのつめとみ時乾物は， 4 3年23 %， 4 4年24 %， .45 

年25%と低(，浸出液もか左bみられ，またサイレージの乾物は; 4 3年21 %， 4 4年23%，

4 5年25%であった。②サイレージの p，Hは， 43年3.48， 4.5年3.1 0，有機酸組成についてみ

ると 43年は原物中で乳酸 2.00 %，酢酸0.56 %， 4 5年は乳酸 2.88%，酢酸 0.72%で，酪酸は

まったく認められず，品質は良好であった。③TDN，DCPは， 44年で原物中 13. 6， 1. 2 t 乾物

中 58. 9， 5. 1， 4 5年で原物中 13.3， o. 8，乾物中 52.8， 3.3，であった。④カピによる損失は・

まった〈左心食いとみも良好であった。

40高水分穀実の飼料特性

2. えん麦について

(北農試畑作部)八幡林芳，名久井 忠， 0岩崎

目的:

高水分穀実サイレージで，従来の配合飼料の 30%に会きかえ泌乳効果を検討するo

方法:

薫

サイレージの調製， 45年8月17日収穫のえん麦(水分40.0 %)をフィードグラインダーで圧べ

ん処理し，鉄製気密サイロ(5 7cmxヲ3cm)VC調製した。

濃厚飼料は(えん麦30 %含む)えん麦穀実サイレージで代替し FC M 1/4量給与した。
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組飼料は，乾草会よびグラスサイレージとし，泌乳牛6頭を供試，予備期 13日，試験期7日の反転法

陀より実施した。

結果:

サイレージの外観は，甘酸芳香味を呈していたが，上部側壁陀わずか白カピが見られたロ養分回収率

は乾物で 87"'-'98%であった。有機酸組成は圧ベん処理のため，全粒よりわずかに劣った。

粗飼料からの乾物摂取量は，対照、群14.0K~，試験群 13.2 Kgで、そり差は少左<，両群体重比の 2.39ら

である。栄養摂取量は DCP，TDNとも陀対照、群が多い傾向を示めし，それぞれ標準の 137--130

%， 92........87%摂取した。えん麦穀実サイレージからの乾物摂取量は，代替率 30.1 %であり，栄養

摂取量は DCPが乾燥えん麦Kぐらべ 6%高(， T D Nでも若干高〈左っているo

全飼料からの乾物摂取量は，対照群17. 9K9，試験群1ス2Kgで大差左<，栄養摂取量は，対照群の

D C P 1. 7 9 K~ ，試験群1. 7 1 K17摂取し，飼養標準比の 164"，-， 171%，TDN-r~対照群 1 1. 7均 . 

試験群 11. 3 K~で標準比の 12 5. ........118%充足した。

体重の推移も両群大差左かった。産乳量は対照群13.9 Kg，試験群 14.3 K9でその差は僅少であった。

また外観からの生理的障害も認められ左かった口

以上のととから濃厚飼料の高水分穀実 30%代替は可能であるととがわかった。

41サイレージの消化，利用に関する研究

第 7報 青刈とうもろこしサイレージの飼料価値に及ぼす雌穂率の影響，および，飼料価値の簡易

な推定法の検討

(道立新得畜試) 石栗敏機

前報と同様左目的と合わせて，次の 2点を検討した。コーンサイレージの飼料価値は雌穂、の混入程度

や熟度によって変わるととが考えられるo そとで交4号，交 8号bよびジャイアンツの 3品種Kついて，

雌穏を取除いた原料からもサイレージを調製し，飼料価値K及ぼす雌穏の働きを調べた。また，収穫時

の原料について簡単左調査を行左い，その飼料価値を推定する方法として， 3 5年道農試種芸部の報告

があるo との方法は FU， DTP含量を推定するもので，との算出式の係数を変えて， TDN， D C P含

含量を推定する係数を設定し，合わせてよ b簡易左推定法を検討した。

上記のろ品種を 19 7 0年5月20日K播種し，ヲ月 22日収穫した。サイレージ調製法，消化試験

台よび分析方法は前報と同様である。収穫時の雌穂の熟度は，交4号が黄熟期，交8号が糊熟期，ジッ

ィアンツが乳熟期であった。全重中の生雌穂重の比率はとれらの品種順VC，2 3.3， 1スヲ， 1 6.9% 

であった。

各品種の雌穂の有無別Kサイレージの組成，消化率むよび飼料価値を表に示した。雌穏を含ま左い茎

葉部分のサイレージは 3品種共K近似した組成，消化率なよび飼料価値を示した。雌穂が混入すること
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陀よって，乾物含量は高ま 9，逆K組織，惟含量は低下し，飼料価値は飛躍的陀高まった。その程度は交

4号で最も多<，交 B号，ジャイアンツのj聞に減少した。との結果から熟期が進んで，雌穏率の高い品

種は高い飼料価値を有するととがわかったロ

との茎葉部分サイレージの試験結果と，北農試の穀実サイレージの成績から，イアコーンサイレージ

の飼料価値を引用して次の推定式を設定した。

TDN=無水茎葉重x0.5 82+無水雌穂重x0.8 5 0 

DOP= タ xo. 0 4 7 + -'/ X o. 0 6 8 

飼料分析を必要とし左い種芸部法や上記の推定法で， D 0 PとTDN含量や生産量が十分推定可能左と

とがわかった。

組 成(%) 消化率(%) 
品種 雌 穏

の有無乾物組繊維 ADF J)グニン乾物 可窒溶素無物 エネノLギー
DOP TDN DE 

% % Oal 

有 23.4 1虫1 24.3 3.4 71 77 72 5.9 72.6 3.33 
交4号

無 1 5.4 2虫8 35.9 4.9 58 59 60 5.2 56.2 2.73 

有 21.4 2.2.5 28.9 4.2 71 77 72 5.0 72.1 3.44 
交8号

無 1ス0 31.8 36.3 5:6 59 63 62 4.0 58.6 2.92 

有 1スヲ 28.3 34.6 4.9 66 71 68 4.6 66.8 3.29 
ジャイアンツ

担 1.5.5 32.3 38.4 5.7 61 63 63 5.0 5良少 2.91 

42乾草の梱包時水分含量が品質及び栄養価に及ぼす影響

II 1. 2番草について

(酪農大)0楢崎 昇，田中賢壱

前報VC:;b"いで，秋季の 5番草を材料K用いて梱包時の水分含量が仕上b乾草の品質及び栄養価K及ぼ

す影響について試験を行左った結果，梱包時の水分含量が 45 %， 35%のものではカピの発生が著し

く，品質は劣ったが， 2 5 %， 1 5 %のものでは良質の乾草が得られ，また，梱包時の水分含量が高い

ものほど各成分の消化率は低く， D 0 Pでは差が認められ左いがTDNは低下するととを報告した。

今回の試験では夏季聞に生産調製される 1番草及び2番草について前回同様の検討を行左った。

材料草はオーチャドグラス・ノレーサンの混播牧草は 19 7 0年 6月 29日， 2番草は 8月 5日K刈b

取bを行左った。園場で自然乾燥を施し左がら水介含量が30 %， 2 5 %， 2 0 %， 1 5 %のj贋K目標

水分K達した時点で相包した。個数は 1区当99個で，相包後は牛舎2陪に牧納した。その後 45日間
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Kわたり梱包内部温度変化，並びに牧納個所の環境温湿度を測定した。その後，品質C判定を行左い，

次いで去勢雄山羊 2頭を用いて消化試験を実施した。

貯蔵中の相包内部温度は 1番乾草で 30%区が相包後 5日目陀 51. 1 ocの期間内最高温度K達したが

他の区では発熱の現象は認められ左かった。 2番乾草でも 30%区が相包後 9日目ltL3ス3ocの期間内

最高温度陀達したが，他の区ではいずれも発熱の現象は認められ左かった。

品質判定の結果は 1番乾草で 30%区， 25%区， 20%区はいずれも 49点， 1 5 %区は48点で

あった。全区陀わたb材料草が刈り遅れのため柔軟性に欠けて粗剛であ 9，品質は劣った。 2番乾草で

は30%区62点， 25%区 68点， 20%区71. 5点， 1 5%区72点、であった。

消化率及び可消化成介は表の通bであるo

区 分 車2 物 粗蛋白質 粗脂肪 可窒溶素無物 粗繊維 D D M D 0 P T D N 

1番乾草 46.45 % 48.08 % 54.90 % 
% % % 

5.45 % 40.54 % 51.05 4虫89 5虫44

15%区
2番乾草 60.63 6虫21 4 Z28 64.91 5ス07 50.61 8.87 48.51 

1番乾草 4ス10 48.08152.14 4虫35 55.59 5虫48 3.01 41.1 8 

20%区
2番乾草 5呪50 67.68 43司34 62.89 5虫21 50.50 8.67 48.08 

1番乾草 48.1 4 43.51 52.06 52.32 48.1 6 40.01 2.67 39.11 

25%区
2番乾草 57.87 6Z38 43.59 5虫13 58.67 48.61 8.78 46.5 8 

1番乾草 4虫67 42.91 51.88 47.1 7 56.87 41.50 3.7 2 3虫48

30%区
2番乾草 55.79 64.80 4ス27 51.92 5虫23 46.57 虫05 43;63 

2番乾草では各成分の消化率，可消化成分は粗繊維を除き，梱包時の水分含量が高いものほど低〈在

る傾向を示し，前回の 5番乾草の結果K類似した。しかし， 1番乾草では粗蛋白質，粗脂肪は同様の傾

向を示したが，乾物では水仔含量が高いものほど消化率，可消化成仔は高く在ったロ 2番乾草では各区

• 

似 岬同梱包打開した時間はほ峨近山サ， 30%以 15 %区との時間差はわずか 4時 . 

問であったが，梱包時の水仔含量が異るととによ b消化率，可消化成仔陀は明らか左差が認められた。

43 カゼインミセルの形態構造に関する研究

W ゲルj慮過による検索

(酪農大)0安藤功一 ， 小 野 寺 靖 彦 ， 遊 佐 孝 五

目的:

高分子物質の介離精製及び分子量の測定ltLSephadex あるいは， Sepharose左どのグル糠過
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剤を用いる方法が一般に採用されているo 筆者らは，過去4ク年に渡bカゼインミ・セノレの形態を追究し

て来たが，その過程に於てカゼインミセノレから遊離されたであろうと推定される微細粒子を観察した。

そとで，との微細粒子を追究するに際し，その予備実験として，先ず，再現性の高い SephadexG

- 20 0及び Sepharose6 Bの標準カラムを調整するととにあるので，とれを行うため分子量既知

の標準蛋白質液をグル独過レ溶出状態を検討した。更にとれを用いてカゼインミセルをグル糠過して比

較追究し，表題の実験を進展させる一助とした。

方法:

SephadexGー200とSepharose6Bを用い，分子量既知の標準蛋白質液をグル漁過実験し，

その溶出状態をキ錯すした。次K常法Kよb得た脱脂乳を目立分離用超遠心機によ.b~ 3-0， 0 0 _ 0 x g， 

3 0介間KょbカゼインミセJレを採取した。とのカゼインミセノレは，最終濃度1.%と左るように透折乳

清K分散し試料とした。グノレ読ま過を行在ったカラムは，内経2.5cm長さ 10 0 cmジャクットタイプを使

.用した。

左.:j;-.，グノレ鴻過条件は次のようである。

緩衛液は， o. 0 1 M 0 a 0 1 2を含む， D. 0 5 M T r i s -H 0 1， P H Z 4を用いたr グノレ滞過中のカラムの

の温度は， 1 0 ocに調整を行まった。一方，各溶出ピークの蛋白質成分は，デスク電気泳動陀よ b確認

を行i在った。

結果:

牛乳中のカゼインミセノレは， 2o..-..2oomJkあるいは，3o..-..30omJk と云われ，その分子量は

数 10万~数 100万K及ぶものも存在していると云われているo 標準蛋白質の溶出状態、から，

Sephadex Gー200とSepharose6Bカラムの再現性が認められた。

カゼインミセル介散液をグル糖、過した場合， SephadexGー200及び Sepharose6 Bともに

Void Volumeの位置Kすでにカゼインの溶出をみた。 しかし，ピークの状態から，Sephadex

G -2 0 0の方が，介離能が高いよう K推察された。

• 44妊娠中の乳腺分泌液の 2・3の性状について

(上川生産連〉

(雪印乳業〉

(帯広畜大〉 彦安野政

稔

孝出
凶
!

日

野

岸

山

坂

根

。

目的:

未経産牛が妊娠して乳房が発達してくると，妊娠 5ク月位から血清様の粘澗左分泌液を採取するとと

が可能と左るo われわれはとれを，真の乳汁K化成する前段階のものという意味でプレミノレク (pr e 

milk)と呼んでいるo 妊娠の中期K乳腺から液が分泌されるととは，以前から知られていたが，その生
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理的左いし，生化学的検討はほとんど左されてい左い。わずかK前野(1952)が，分娩前一週間の

分館、液についてその一般成分を報告しているのみである。との研究は，プレミノレクの理化学的性状を調

べ，かつ常乳との聞の代謝的関係を明らかKするととを目的とする。

方 法:

北海道上川地方陀沿いて，妊娠75日から分娩後 5日までのホノレスタイン種牛から採取したプレミノレ

ク会よび初乳を使用した。プレミノレクの外見的性質については，色調， P H，粘調性会よび細胞成分左

どを調べた。化学的性質については，水分，乳糖，蛋白質b よび灰分を牛乳の試験法(東京大学農芸化

学教室， 1960)Vc::ょJ?，また脂質はクロロホルム・メタノーノレ(2 : 1 )による抽出物の重量よ b求

めた。蛋白質は前述の試験法Kしたがって，さら陀，全窒素，非カゼイン態窒素左どの各態三塁素に分画

し，分析したロ

結果 :

外見的性質については，いずれの項目にないても妊娠献の聞に特定の関係はみられず，一般vc...~. .• 
黄色，やや酸性，かつ粘調性のものが多かった。また細胞成分は，虹娠中期以降のもの陀多〈検出され

た。化学的性質陀ついては，常乳K比較して，水介，乳糖，脂質台よび灰分がすぐ左(，蛋白質が著し

く多かった。蛋白質の各画分については，グログリン態窒素が多(，その他はほぼ常乳のそれに近い値

を示した。とのととは，プレミノレクと常乳の蛋白質成分のちがいが，主としてグロプリン含量Kあると

とを示すものであろう。

45 T. T. C法に関する研究について(第 1報)

(北酪検i0笹野 貢，大沢貞次郎，大浦義教

目的:

近年，乳牛の乳房炎等の治療剤として抗生物質の使用が増加し，とれが生乳中への移行残留が公象衛

生上の問題とまれ昨年 11月の厚生省通達比凡残留する抗生物質排除のため'1'. T. 0法による . 

生乳検査の強化が促進された次第であるが，供試乳の品質条件の本法K与える影響について，若干の実

験を行在ったので報告する。

試験 1 洗剤，殺菌剤等の混入試料の T. T. 0反応、について，

方法:

通常使用する濃度K稀釈した洗剤(アノレカリ洗剤 0.3%卦よび酸性洗剤 1%のもの)，殺菌剤(逆性石

けん0.5%.i，-，よび殺菌消毒剤 0.1%のもの)を 10 %減菌脱脂乳にそれぞれ 1， 5， 10%の割合で添

加した試料を作J?， T. T_ 0の反応K対する影響を検討した。

結果:

各試料の T. T. 0反応はいづれも陰性を示した。通常の使用濃度忙なける洗剤，殺菌剤が T.T. 0 
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反応K与える影響はみられまかった。

試験2 T. T. 0試薬の比較試験について

方法:

市販されている 5種類のメーカ別試薬陀ついて， O. 1 1 U '" O. 0 1 1 U ( O. 0 2 1 Uきざみ) 5区分

の標準ペニシリン溶液を作-J?J T. T. 0テストを行左って着色の状態を調べた。

結果:

2種類陀ついては 0.05 1 Uの区分で陽性を示したが，他の 1種類は 0.07 1 Uの区分で疑陽性を示

した。試薬KよJ?T. T. 0反応K影響があるので，使用前K試薬の力価を確認する必要があるo

試験 5 加水乳の影響について

方法:

. 低成分牛乳が T T C陽性を示し易いとの報告があるので，正常牛乳陀 10 %きざみ 50%の蒸溜

• 

水を加え 6区分の試料を作J?， T. T. 0テストを行在って着色の状態を調べた。

結果:

各試料の T. T. 。反応はいづれも陰性を示した。左b各訪科の乳糖含量は 4.4%'" 2.2.%の範囲と

左ったが，菌の増殖が反応K影響するよう左ととは左かった。低成分牛乳が陽性反応を示し易いという

傾向は，とのととに関連するその他の条件によるものと考えられるロ

試験4 試験菌の活力試験について

方法:

試験菌の活力を測定するため， 1 0 %減菌脱脂乳9mPJ/C.試，験菌1ηzeを添加し， 3 7
0C士 5

0

Cの恒温槽

VC4時間培養し，培養前(a):;Jo"よび培養後(b)の発生酸度を測定(その差b-aを試験菌の活力値とした〉

し， T. T. 0テストが正常K行えるととを確認した 12試料Kついて検討した。

結果:

1 2試料の平均値(M)は0.20 4 %で，標準偏差(0)はG.O058.であった。 とれよりむの標本外K

出る最少値を求めると M-3 6 = 0.1 8 7と左J?， 0.1 9 %以下の試験菌は活力K問題があると考える。

左な反応、の不鮮明ま試験菌の発生酸度は 0.19 %以下であった。

試験 5 試験菌の植継間隔と活力との関係について

方法:

5区分の異在った植継間隔の試験菌(2 0日前， 1 0日前， 1代， 2代なよび5代)を試験1目前に

増菌させ， 1 0 %減菌脱脂乳VL1 6時間培養後，試験 4同様 10 %減菌脱脂乳に添加した試料を作.!?， 

2 :;Jo"よび4時間培養後の発生酸度を測定した。

結果:

各区分とも， 2:;Jo"よび4時間培養後の発生酸度はほぼ同値を示した。最大 20日間隔以内で試験菌の

植継を行まえば，試験菌の活力Kは問題が左いと考える。
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